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今後の
地域連
絡協議
会参加
希望に

その他の感想など

1 明日香園 野見山
モデル
施設

簡素で分かり易かった 共感できるものがあった
喜びと苦労と勤勉さが感じら
れた。

アイデアが面白かった。
事業内容や立地を活かした
活動であった。

元気がよく明るさが感じられた
１期生らしく、ワンランク上の内容
で落ち着いた報告でした。

教える立場になると違った側
面が見えて、考え方が変わっ
てくるので良い経験が出来たと
思われる。

―
既に取
り組ん
でいる

―

2 仙寿苑 山内
モデル
施設

ノーリフティング事業研修、指
導者研修等も徹底して行われ
ている事に驚きました。モデル
施設も多く、各施設の取り組み
へのフォロー等にも安心しまし
た。

ケアの統一については、難
しい課題でもあると思いま
す。ノーリフティングの意味
についても含めて、理解、
実施についてのプロセスを
理解できました。

失敗を乗り越えてマネジメン
ト等を行い、実施につなげた
あきらめない熱意等の重要
性を感じました。

取り組みの熱意を感じた。
福祉用具選定のためのア
セスメント、マネジメントの
重要性を感じた。

統一したケアへの取り組み方
法を参考にしたい。

指導方法、ケアの統一など研
修会を十分に活かしていく。マ
ネジメント、指導方法、手段の
検討　動画の使用なども参考
になった。

組織づくり、チームのための対策
を参考にできた。マネジメントの
重要性、古参メンバーへの役割
など重要性を感じた。計画的な取
り組み、周知、腰痛予防での全職
員への周知、若手職員の活用な
ど。

●伝える側、聞く側の捉え方、
考え方、想いの違いを察する
事の重要性を理解する。先ず
は、マネジメントを行い、実践
へつなげていくことから。先
ず、始めることからを大切にし
たい。●教える指導する立場
の難しさを知ることができた。
問題解決に対する手法を学
び、活かすことの重要性を知り
ました。

連絡協議会での各施設や地
域の課題に対する問題解
決、情報提供など行う場とし
て活用できればよいのでは。
情報共有の重要性を知りま
した。

既に取
り組ん
でいる

―

3 仙寿苑 持田
モデル
施設

他施設の腰痛状況等も使用買
いされ参考になった。

先行導入施設のお話が聞
け、とても興味あるものでし
た。管理者　施設長の立場
からでは、トップの強い意
志を感じることができた。

何度も中断し、獲得した成
果。私たち施設もまだまだ大
丈夫と安心も得ることができ
た。

とても良いアイデアでス
タッフの興味を引き出す内
容でした。

多くの事業所とこの活動に引
き込むためのアイデア、医療
現場こそ、導入して欲しいと
思う。

発表から、強い想いを感じるこ
とができた。筑後、すごい❣

同じ一期生施設として、これまで
の働きかけは共感することが多
かった。３年目より４年目の活動
が大切と思った。

同じ、講師見習いとして参加
し、１年２年目と同様に研修が
終了すると、頭はパンパン。疲
労マックスな状態でした。発表
者は凄い。本音です。川端さん
替えがイイ。

筑後地区の活動は興味深
く、各地区の中を差がある事
を感じた。是非、県には施設
長も言われたようにバック
アップを強く行って欲しい。

既に取
り組ん
でいる

準備いただき、ありがとうございました。

4 アルテン 牧野
モデル
施設

オンライン研修の様子を写真を
たくさん交えて報告されていた
ので分かり易かったです。

ポジティブ相、そうでない
相、ライト相の話がとても具
体的で分かり易かったで
す。

中武さんの成功、失敗事例
を踏まえて多くを学ぶことが
できました。

ポイント制度がとても良
かったです。

グループ内の連携がうまくと
れていると感じました。

僕らしい元気いっぱいの発表
でした。

３年目の工夫が随所に見られま
した。

見習い立場の大変さや学びの
多さを理解できました。教える
ことの重要性を理解できまし
た。

筑後は盛り上がっていると感
じました。

既に取
り組ん
でいる

―

5 風の家 末次
モデル
施設

３年経過し、３５施設がさまざま
な取り組みを行っているのを資
料でみてもっと頑張らなければ
と実感しました。ノーリフティン
グケアを取組むことは、すごく
大変ですが、NPO事務局や講
師の先生方、他施設の仲間と
頑張っていきたいと思います。

取組む中で、施設全体に
ノーリフティングは浸透でき
たが、一部の方は目的を容
認できていない人もいるの
が現状。須藤施設長の講
義を受け、組織の見直し、
人材の選択を行っていきた
いと思いました。できる事を
少しずつでも、取組んでいく
努力を継続していきます。

失敗することは成長できる
チャンス。私自身、この考え
で今後の取り組みを行ってい
きたいです。チームとして、取
組みを行い、腰痛予防、生活
の安心、安全を目標に頑
張っていきます。

取り組みを楽しく行ってい
る印象を持ちました。ポイ
ント　休日など工夫もされ、
施設全体で取り組んでい
るのだと実感できました。

一般職員への周知を出来る
ため、目標計画として取組、
施設全体で行う姿勢は凄いと
思いました。

クラスター発生時でも、取り組
みを継続できることにする姿勢
が素晴らしかったです。　元
気、見習います。

●事業３年経過し、１年目からの
取り組みをNPO・講師の方が２年
目、３年目に役立てているのだと
思った。頭を悩ませ、計画立案し
てきましたが、講師の方の助言に
何度も救われました。●人材育
成の視点の話が私自身にも当て
はまりました。考えさせ、実行にう
つるまでの道筋を作るための助
言ができる人材になれるように努
力していきたいと思います。

他施設と交流することでのメ
リットが大きい。悩みが解決し
ない時は、取り組みが終わる。
今まで経験してきたが協議会
では相談する相手ができ楽しく
参加できます。

―
既に取
り組ん
でいる

―

6 桜の丘 入江
モデル
施設

資料をもとにお話があり、しっ
かり概要は伝わりました。

理念、目的の理解を分かり
易くお話ししていただいたと
思います。

大切な体制づくり、具体的な
資料で、イメージできる、やっ
てみようと思える。見直しのヒ
ントのあるお話でした。

楽しみながら取り組まれて
いる感じが伝わってきまし
た。

マネージメント研修で関わっ
ていましたが、発表を通して
すごく頑張って取り組まれて
いたことがわかりました。

元気な発表でコロナ禍でもや
れることをしっかりやっている
取り組み内容が伝わってきま
した。

同じ１期生として、自施設でも振り
返らなければいけない課題をも
らったような気がしました。任せて
みる事や、やっていかなければと
思います。

教える経験、マネジメントがで
きる人材育成、課題解決。

色々な事を伝えていただい
たと思います。

既に取
り組ん
でいる

事前の準備お疲れ様でした。みんなに会
えるって、やっぱりいいですね。

7 ちはや 久保
モデル
施設

今年度の取り組みを振り返るこ
とが出来た。私自身１年目でし
たが頑張ってきて良かったなと
思いました。

正論だけでは人は動かな
い、言い方、伝え方ひとつ
で人(職員)の気持ち、やる
気を変化させることができ
るというお話が特に印象に
残った。

先輩施設でも、私たちの施設
と似たような悩みがある事に
驚きましたが、その悩みに対
する改善策がとても素晴らし
いと思いました。参考にした
いと思います。

ポイント制を導入、ポイント
がたまることで休暇がもら
えるというユニークな取り
組みがとても魅力に感じま
した。ノーリフティング事業
を楽しく取り組まれていて
聞いている側も楽しかった
です。

住宅型有料老人ホームに
ノーリフティングケアを導入さ
れている事に驚いた。動画マ
ニュアルを作成し、全職員に
周知されている取り組み方法
は良いなと思いました。統一
したケアの徹底ってやはり、
難しい。

課題に対して施設が一体と
なって取り組み改善されてい
て素晴らしいなと思った。発信
者の行動力、発言力、元気の
良さが取り組み効果に表れて
いると感じました。

３年目でさらなる技術、意識向上
を目指し、委員会メンバーが中心
となってさまざまな取り組みをさ
れていて凄いなと思いました。自
施設も今年は３年目に突入する
ので他職種連携を大切にしなが
ら、現場をどんどん巻き込みなが
ら頑張っていこうと思いました。

講師見習いを経験して視点や
考え方に変化がみられるとい
うことで私自身がまだ知らない
事ばかりなのでいろいろな意
見を参考にしながら、これから
も取り組んでいきたいと思いま
した。

各地域の連絡協議会につい
て知ることができ、福岡地域
もノーリフティングケア事業
が広まるように検討していき
たいです。

既に取
り組ん
でいる

私自身取り組み始めて１年目ということも
あり、最初は右も左もわからず戸惑う事も
ありましたが、何とか施設として２年目を
終えることが出来ました。３年目も頑張り
ます。

8 ちはや 百田
モデル
施設

事務局、講師の先生方をはじ
め、参加した事業所の横のつ
ながりを作ってきたことで取り
組む側として心細さを感じるこ
となく存分に情報共有しながら
学ぶ体制が出来ていると感じ
ました。

単に、ノーリフティングとい
うものでなく、組織体制づく
り、人材育成など最終的に
法人理念の実現までも視
野にいれていける取り組み
であるということを改めて理
解できた。また、更なる改
善点のヒントを得ることが
出来ました。

現在２年目を終え、１年目に
は、考えられないほどの効果
や定着を感じているが、３年
目を終えると更にここまで効
果があるのかと期待していま
す。ただ、発表にもあったよう
に油断すると直ぐにスタート
に戻ってしまうというリスクが
あることを常に念頭に置いて
おきたいです。

１年目、ノーリフティングを
行うことがとても楽しいとい
う感じが伝わってきまし
た。積極的に動いてくださ
る職員さんが多いほど、普
及のスピードが上がると思
いますので、素晴らしい環
境だと思いました。

事業所数が多かったり、職員
の数が多いことで、ノーリフ
ティングの浸透には、時間が
かかると思いますが、教育体
制等も整えられ、素晴らしいと
思いました。

楽しく取り組んでおられる様子
がよくわかりました。まず、普
及を引っ張っていく人がモチ
ベーションが高いことは、とて
も素晴らしいと思います。

３年目になると、やはり、定着もよ
く、当たり前の技術として、ノーリ
フティングが行われているのだと
改めて感じました。新入職員さん
もその環境に置かれると、教育、
吸収も早いだろうし、スキルの高
い人材も生まれると思いました。

ノーリフティングを通して、チー
ムケアや仲間の大切さ、計画
の大切なことなど、さまざまな
事を見直すきっかけを与えてく
れる事業であると改めて思い
ます。人に教えるということ、現
場の捉え方、難しさの中に成
長があるのだと思いました。

ノーリフティングケア普及促
進事業がもっと大きく広がる
ことを願う一人として、市や
県、その他協議会等が、この
事業を深くご理解いただける
と良いと思います。地域連絡
協議会等で情報共有し、団
結力を強めていければと思
います。

既に取
り組ん
でいる

集合で、この報告会が行えたことを嬉しく
思います。事務局の皆様、ありがとうござ
います。どの施設も素晴らしい取り組みを
行い、素晴らしい報告でした。取り組みが
大変だと知っているからこそ、自施設の委
員のメンバーをまず褒めてあげたいと改
めて思いました。本当によく頑張ってくれ
ていました。

9 ちはや 島田
モデル
施設

昨年は、実技の基礎研修に参
加させていただきました。現場
に触れて尚、ノーリフティングケ
ア普及促進事業の取り組みが
理解できたと思います。

ノーリフティングは、何のた
めにするのか、入居者、職
員他、お互いの幸せのため
に取り組む⇒原理原則は
変わらず、理念目的から離
れずに行う。改めて心に響
きました。

福祉用具はどれを選び、入
居者の対象者は何人いるの
か、保管場所等、それぞれク
リアする事で福祉用具を用い
た丁寧な介護に導きだしてい
く。つまり、福祉用具は自立
支援に繋がっていくことが理
解できました。

課題解決に向けて、環境
改善、技術習得、個別指
の取り組みを経て目標に
向かって継続していくこと
をしっかり行われている事
は学ぶべきと思います。

腰痛の訴えについて、半年後
68%→57%に減少で、要因とし
ては、痛みの減少や福祉用
具導入であった事は明らかで
あった。

腰痛について、環境面の整備
(腰を曲げる場面を作らないよ
うに)など、出来ることから一つ
ひとつ行われ、３年目の目標
に向かっていかれる事は、目
的の捉え方、考え方だと思わ
れます。

現場が主体的に取組める施設を
目指して、職員の方が一つひとつ
積み上げて成功したことで頑張ら
れたことが伝わってきました。

モデル施設、他施設との交流
の機会を得られたことは、今後
のネットワーク作りに大いに役
立つことではないでしょうか。

介護人材の確保が出来た。
入居者への皮膚剥離が減少
した　→　ノーリフティングケ
アの効果

既に取
り組ん
でいる

知らない事から始まり、知りえたことが沢
山ありました。ありがとうございました。

２月１５日実践報告会アンケートのまとめ　(モデル施設のみ) 回収率８９．６％　



10 ちはや 野村
モデル
施設

改めて振り返り、腰痛緩和、軽
減の数字グラフをみて取り組み
の成果が結果に出ている事が
わかりました。一朝一夕ではい
かない事を継続して頑張られて
中心になってサポートして下
さった皆様に感動です。

入居者、職員、双方が笑顔
になれる日々に向かって一
歩ずつゆっくりと続けてい
く。人と人の多様な関わり
方を認めながら高めあう。

あきらめないで、ノーリフティ
ングに取り組みされている。
適切な福祉用具を導入し、入
居者にしっかり説明。理解し
ていただくことが、まず大切。
そして、その用具が自立にも
つなげ生活の質の向上にも
つながっていく

施設独自の工夫して取り
組みや全体的な明るい雰
囲気が感じられました。若
いパワーの行動力でアイ
デアを生かしているように
思いました。

福祉用具の使い方の個人さ、
動画で対応周知、リピート、統
一方法だと思います。周知の
難しさはどこも同じだと。

元気いっぱいのスタート。腰痛
体操の進め方が何気ない時
間も利用できる工夫があり、日
常化できるような取組に感心し
ました。

２年間の取り組みが次期に繋が
り、一緒になって進んでいる事が
伝わりました。「任せる」「丸投げ」
も、あるあるな事なので、そこへ
の意識を以って行くことが大切だ
と思いました。巻き込んでALL
で！

ノーリフティングを通して他の
事業所の取組を知る機会が得
られチームとして考えて行動す
る力をを身に付けている。人材
育成の難しさ、大切さ。

ノーリフティングケアの３年間
の結果をもっと広く周知し、
落とし込めるよう行政と一緒
に走っていく。

既に取
り組ん
でいる

私、県外から移住してきて１年ですが、
ノーリフティングをこの県で初めて知りまし
た。わからないままスタートしましたが、こ
のノーリフティングが、ごく当たり前に浸透
し日常化していき、入居者・職員が健康な
心身で過ごせる大きな力になっていく取り
組みだと思えた１年でした。

11 三丁目の花や 溝口
モデル
施設

土台がしっかりしているので新
メンバーの方も頑張って欲し
い。自分たちもなれ合いになら
ないようにする。

利用者も職員も両方が安
心できる環境の大事さが再
度分かった。

一度やめた委員会を再度立
ち上げ、ここまで出来るのは
凄い。

ポイント制にして貯まると
休みがもらえるというシス
テムが楽しく面白かった。

施設で困っているところが自
分の施設と似ており、共感す
るところが多くあった。

元気な発表で聞きやすかった
です。

他職種を巻き込んで上手く進め
ていた見習いたい。

育成について悩んでいたところ
があり、勉強になった。

チームでの取り組みの大切
さを再認識できた。

既に取
り組ん
でいる

資料を見るだけでは、なかなか理解でき
ず、生でパワポの説明をしてくれて、とて
も分かり易い。他施設の努力がよく伝わ
り、自分も負けてられない元気をもらっ
た。

12 三丁目の花や 野上
モデル
施設

細かいデーターを取り、各施設
に取り組みについての指導い
ただける。　各施設の特徴で考
えてもらう。

個人の考え方があるため、
どう職員全員に説明して理
解してもらうのか。適切な
人材は意図の必要性があ
る事。理念と目的から離れ
ない事の重要性も理解でき
ました。

継続することの大変さ、大切
さ、介助方法の統一ができれ
ば利用者様も安心して預け
る。

ポイント制は、職員も楽しく
出来るので良いと思いま
す。

現場目線での改善計画、問
題点の動作動画のリピート再
生があるのは、わが施設でも
取り入れたいと思いました。

コロナ禍でも出来ることがある
と考えさせられました。元気
いっぱいの施設なんだろうと楽
しく報告を聞かせていただきま
した。

現場主体「チームのマネジメント」
の重要性、意識づけさせる事。取
り組みを完結させる事は必要と考
えました。

他施設の取り組みを知ること
で自施設での活用ができる。
重要だと思います。出来た事
への繰り返しも大切とのこと。
今まで、あまりしていなかった
ので、新しい発見もあると思い
ました。繰り返し教える事が教
育するのに必要。(考えさせ、
教えさせる)

地域での開催の際に積極的
に参加されている。発信する
場がある。その場を作ってい
くことが必要なんだと感じまし
た。施設の問題点を皆で話し
合える。

既に取
り組ん
でいる

ノーリフティングケアでつながっている事
の安心感、困ったときに聞ける講師や先
輩たちがいる事。自施設だけでやるので
はなく、協力できる事も、お互いにあると
思うので、このつながりを大切にしていき
たい。

13 石並園 濱吉
モデル
施設

３期生として参加することがで
きて良かったです。

正論だけでは人は動かな
い。その通りだと。ケア軸が
できることでケアの底上
げ、自分の施設にも早く出
来るようになると良いのに
と思います。

力任せの介護ゼロにするた
めの福祉用具の利用。職員
の時短の為の介護、委員会
解散からの再開、失敗を繰り
返しながらの取組、すごいで
す。

出来ることからすぐに行
う。ノーリフティングケア休
日など、いろんな工夫をし
ながら取り組みされていて
良いと思いました。

動画マニュアルを作成したり、
全体研修、個別研修などの取
り組みがしっかりしていて凄
いと思いました。

クラスターが出ても取り組む体
制が凄いです。

教育等任せるまでになっている
事。古参メンバーは、しっかり
チームをマネジメントをするなど、
常に現場の職員を巻き込む工
夫、基礎をしっかり固めるまでの
体制づくりが凄いです。

講師見習いと現場の両立、と
ても大変だったと思います。教
え方を学ぶことが重要とありま
したが、その通りだと思いま
す。

施設の取り組みがわかるの
でとても勉強になります。

既に取
り組ん
でいる

―

14 石並園 末永
モデル
施設

業務の全体像が見えて良かっ
たです。

コロナを言い訳にしないよ
うに前に進めたいと思いま
した。

継続する事の大切さ、大変さ
を感じました。常に同じ方向
を目指すための工夫など聴
いてみたいです。

ポイント制度❣　目からウ
ロコです。帰ったら報告し
て取り入れてもらえないか
相談したいと思いました。

複数の施設で同時に取り組
むのも凄いなと思いました。

とても、楽しい発表でした。全
体研修、新人教育、基礎向上
などもすごくきちんとしている
なと思いました。見習いたいで
す。皮膚びらん発生件数の比
較、是非、取組んでみたいで
す。

まき込む事は常に意識していま
すが、なかなかまきこまれたいと
思ってもらう事は難しく、楽しい工
夫についてヒントをもらえました。

人材育成まで、できるのがノー
リフティングケアなのだなと改
めて思いました。教える経験の
繰り返しから自ら成長したいと
思いました

ノーリフティングを進めるた
めには、交流の場が本当に
欲しいと思います。他の施設
から刺激を得て、自分の施
設に置き換えてみることの工
夫、具体的なアドバイスな
ど、楽しく取り組めると思いま
す。地域のイベントへの参加
など、広報活動も凄いと思い
ました。

既に取
り組ん
でいる

コロナや多忙、人材不足なども理由にせ
ずに、先ずは何ができるか、とにかく動い
てみることだなと思いました。

15 石並園 穴繁
モデル
施設

フォーラムなどには参加できな
かったが詳しい内容は理解で
きた。

職員ひとり一人の意識を変
えていくことが大切だが、無
理には行わず、中間層の
職員を仲間にしていけるよ
うに少しずつ進めていきた
い。とても分かり易い内容
でした。

失敗例から立て直し、成功ま
で、分かり易く参考になりまし
た。継続が必要だと改めて感
じました。

ポイント制にして楽しみな
がら取り組んでいて、こう
いう方法もあるのだと感じ
ました。

介護方法の統一のため、動
画マニュアルを作成し、どの
職員がみても分かるようにし
たことは参考になりました。

コロナクラスター時の腰痛対
策など細かな対応が出来てい
たと思いました。

一般職員にも参加してもらい、巻
き込むことで士気アップにつなが
ると感じました。

― ―
既に取
り組ん
でいる

他の施設の報告を聴き、とても参考になり
ましたが、施設見学なども今後取り入れて
いきたいと思いました。

16 石並園 渡邉
モデル
施設

年間を通してのモデル施設へ
の取組や実技研修や地域連絡
協議会でのようすがよくわかっ
た。

現場を変えるには、管理者
側の働き方を変えるという
意思だけでなく、働き方を
変えるという意識を持つこ
とが出来るように伝えていく
という管理者目線での考
え、感じ方がよくわかった。

ノーリフティングケア導入時
から失敗、工夫を具体的に
ピックアップしてくれており、
同施設が変化していったの
かが良く分かった。

ポイント制にすることによ
り、自主的に参加しやすく
されている事。また、ポイ
ントをためることにより、休
日がもらえるという制度に
され、ゲーム感覚での取り
組みが行われているという
事。

人によって移乗方法が異なる
という点を他地区ともに同様
の研修を行い、動画マニュア
ルを作成することにより、ケア
の統一を図る工夫をされてい
るということが良くわかった。

昨年に比べ、スライディング
ボードを上手く活用する事によ
り、びらんの発生件数が減少
しており、効果が出ている事が
良く分かった。
９件→３件

１,２年目よりも意図的にペースを
落とすことにより、濃い内容の事
をゆっくりと実施することができて
いる。また、定期的なラウンドを
行うことでサポートができているこ
とが分かった。

目標達成の際のできなかった
部分はそのままするのではな
く、何故出来なかったのか、ど
うすればよいかを考え、実行す
る事の重要性について、改め
て良くわかった。考えさせ、教
えさせ、指導者としての人材を
育成することが重要。

施設見学の実施、各事業所
の困っている事への対策、
地域のイベントに出向き、
ノーリフティングケアへの取
り組みについて発信している
事。

既に取
り組ん
でいる

さまざまな事業所ごとに課題があり、どう
すれば解決するのかを工夫しているとい
うことが分かった。

17 天神会複合施設 清原
モデル
施設

技術力強化研修に参加させて
いただきたいと思います。

ノーリフティングケアがもた
らすマイナスの部分も成長
する機会と捉えるという考
え方を学ばせていただきま
した。

介護現場からの視点はすご
く共感ができました。

ポイント導入等、楽しめる
取り組みだと思いました。

―

セルフエクササイズの活用、
隙間時間に運動を行える取組
を自施設でも行いたいと思い
ます。

取り組みのペースを落とし、個々
の内容をじっくり実践するという
考え方はなかったので参考にさ
せていただきます。

実践報告の中で、目標達成が
できなかった際、なぜできな
かったかを突き詰めることが大
切ということから、我々も出来
なかった際の追求心をもっと
持っていこうと思いました。

ノーリフティングケアが当たり
前になるために、我々も一緒
に取り組んでいきたいと思い
ます。

既に取
り組ん
でいる

―

18 天神会複合施設 石田
モデル
施設

本当に多くの事業所が取り組
みに参加して、同じような悩み
を思いながら取り組みを行って
いると感じました。

導入時は意見の対立など
を招くかもしれないが、効
果を享受できたと感じ始め
たころには同じ方向を向い
て取り組みを実践できると
感じました。

各個人のキャリア形成のサ
ポートが可能である点と時間
をかけてゆっくり業務の流れ
として形成していくことが大切
と思いました。継続して実践
する事に対して、諦めずに当
施設でも続けようと思いま
す。

取り組みを継続させるため
の取り組みが具体的で
ハードルが低いため、誰で
もやりやすいと感じまし
た。

取り組み開始してからスタッフ
から腰が痛い、膝が痛いと聞
いていたのが最近ではほとん
ど聞かなくなりました。夕方の
掃除が終わった後に、時間の
ゆとりを持つことが出来、ス
タッフ間の利用者に関する情
報共有する時間をより取るこ
とができ、無用な残業も減っ
たと思います。

人事異動後の引継ぎをどう行
うのか、目で見える形で実施
するのが良いと思いました。

方向が定まったら、ある程度は実
践するスタッフに任せてみる。効
果の確認と知識、技術の修正を
行う設定とする。これからの取組
の参考にさせていただきます。

教える側、教えられた後の教
える側となった施設、刻々と変
わる状況に対応し、教えること
がどんなに大変だったかと思
います。これから当施設でも、
法人内に広められるように頑
張ります。

自分達だけで実践して満足
するだけでなく、外部に向け
て発信し続けることも重要で
あると感じました。

既に取
り組ん
でいる

初めての実践報告会に参加しました。
ZOOM越しで話していた方と直接お会い
することができて非常に刺激を頂きまし
た。

19 ひばり 辻口
モデル
施設

事業の内容について、とても詳
しく分かり易くまとめられてお
り、とても参考になりました。調
査のデーターは事業所でも共
有したいと思います。

長年、しっかりとノーリフ
ティングケアに取り組まれ
ている施設ということもあ
り、考え方や取り組み方法
等、とても参考になりまし
た。やはり、理念をしっかり
もち、根気強く取り組むこと
が大切だと感じました。

― ― ― ― ―

講師として、教える側に回ると
いう事は、しっかりとノーリフ
ティングケアの取り組みを理解
しなければならならず、とても
大変な事だと思います。教える
側、教えられる側　相互の理
解ができるようになった事は、
貴重な経験であり、今後に活
きると思います。

地域連絡協議会の取組はと
ても良いと思います。なかな
か施設間の連携が取り辛い
ものですが、この取り組みに
より、さまざまな意見交換や
施設見学なとが容易になり
ました。運営は大変と思いま
すが、これから宜しくお願い
致します。

既に取
り組ん
でいる

資料の作成、報告会の準備はとても大変
だったと思います。ありがとうございます。



20 ひばり 佐藤
モデル
施設

１期生として参加させていただ
きましたが、年々練度が高まっ
ていることが伝わりました。皆さ
んのおかげでやれてきた事を
再認識したとともに県のフォ
ローなしでは消えていた可能性
もあるなと感じました。

管理者としての視点での発
表で参考になる場面があっ
た。自社に取り入れたいと
思いました。

継続していくことの難しさと共
に大切さを実感できました。
外部の協力もやはり、必要だ
と感じました。

リスクシートは親しみやす
い取り組みでしたのでとて
も良く思えた。当社でも導
入したい、

在宅への課題を同じように感
じていただけているのが心強
かった。３期生としての進み。

クラスター発生時のノーリフ
ティング対応は良かった。

１期生の皆さんが感じているが、
やはり、基盤を固める大切さを認
識できた。

教える側の意識になる事で関
わった２人の視点の広がりを
強く感じました。他の地域の協
議会にも、参加する重要性が
見れました。

県のバックアップは、今後も
必要と感じた。着実にノーリ
フティングケアを進める事業
所がいるが、今後の新規の
受け入れが明確でないのが
残念。

既に取
り組ん
でいる

スライドショーもとても良かったです。あり
がとうございます。

21 ふじの木園 須藤
モデル
施設

３年で取り組み施設が３５施設
も増えた事は喜ばしいことで
す。と同時に連携や質の担保
を今後、どう図っていくかも重
要な課題ですね。

現場で実践する上での成功
例、失敗例が参考になりまし
た。

腰痛が増えたことを腰痛に
対する意識改革がおきた
とポジティブに前向きに評
価できていることはポジ
ティブで素晴らしいと思い
ます。笑顔で楽しくという
テーマとさまざまな形で実
践しようとする施設に交換
があります。ケアが当たり
前になったときにポイント
制度がどうなるのか、中長
期的にみて気になります。

事業所が複数ある中での取り
組みの難しさや悩みも多いか
と思います。福祉用具の変更
時の行程に関しても、特養よ
り行程も多く、ワンステップで
事が進まない点は大変だろう
なと思います。段階的に進捗
管理をされており、計画的に
進めているのだと思います。
一方で成果が表れ、加速的
に進むときも同じような行程
になるのかなと気になりまし
た。

クラスター時も腰痛対策を実
施するところは腰痛対策への
真摯な姿勢だと感じました。明
るく元気もあって良かったと思
います。

ひとり一人の職員に役割を担って
もらい、巻き込みながら権限を委
任しているという点が３年目施設
として素晴らしいと思います。「結
果はどうであれ、完結させる」も
PDCAにおいて必要な事なので
見習いたいです。

●出来なかったことだけでな
く、出来た事も分析することの
大切さに気付いたという点が
印象に残りました。先ずは、実
践してみようというメッセージを
送られていることが他のメン
バーにとって勇気となるのでは
ないでしょうか。●まねる→ま
ねぶ→まなぶを実践されてい
ると思いました。向学・向上心
に長けていると感じたので、そ
ういう方がアドバイザーとして
身近にいることはメンバーに
とって大変心強いのではない
でしょうか。声も大変聞き取り
やすかったです。

既に取
り組ん
でいる

県の方々と情報共有や意見交換を直接
行う機会があると、事業の方向性の都合
も、より図られるのではないかと感じてい
ます、県と事務局と取り組み施設の一体
感があると各地域間の連携も深まるので
は? 　２年ぶりの開催できた事、嬉しく思
います。ありがとうございました。

22 ほ乃ぼの園 工藤
モデル
施設

いつも、マネジメント研修をして
頂き、ありがとうございました。

頑張っている人に働きかけ
ることでポジティブではない
人がポジティブになること
がわかりました。

継続するための体制づくりを
し、両社主体の介護をするこ
とで、ノーリフティングケアの
効果がでることがわかりまし
た。

ポイントをためることで一
つの目的に向かって動き
始めることが出来た事が
参考になりました。

動画でのマニュアルを作成す
ることで。利用者の移乗の際
の福祉用具の統一、介助方
法の統一ができることが参考
になりました。

コロナウィルスクラスター時の
ノーリフティングケアの対応で
手作りで福祉用具を作成され
ていたこと、とても参考になり
ました。

新体制になっても、取り組みをや
りっぱなしにせず、効果の確認、
改善を意識すること、古参メン
バーはチームマネジメントするこ
とが重要であること。常に現場の
職員を巻き込むことが大切である
ことがわかりました。

人材を育成するには、考えさ
せ、教えさせて指導者となる人
材を育成することが重要であ
ることがわかりました。

自施設での困っている事を
話し、先輩施設さんよりアド
バイスをもらったりし、取組み
へのモチベーションアップに
なりました。

既に取
り組ん
でいる

オンラインではなく、直接。実践報告を聴く
ことが出来参考になる事ばかりでした。あ
りがとうございました。

23 ほ乃ぼの園 淺原
モデル
施設

半年間、大変さもありましたが
貴重な経験でした。

貴重な講演、ありがとうご
ざいました。

貴重な講演、ありがとうござ
いました。

楽しい発表、ありがとうご
ざいました。

―

すごく元気のいい発表有難う
ございました。クラスター時の
対応など参考にさせていただ
きます。

同じ地域の施設様なので、いろい
ろ参考にさせてもらっています。
これからも宜しくお願いします。

教えることの難しさ、大変さが
伝わりました。親身になって指
導していただきありがとうござ
いました。

他施設の貴重な意見が聞け
て良かったと思います。すご
く、参考になりました。

既に取
り組ん
でいる

―

24 ひまわり苑 野見山
モデル
施設

良く分かりました。

ありがとうございました。資
料が終わった１１時４０分頃
からの話がとても良かっ
た。もっと聞きたかった。

たくさんの写真がとても分か
り易くて良かったです。もっと
笑顔で報告して頂けたら効
果的なのになぁと思いまし
た。

特休のゲットは期間を決め
ているのかなどとても興味
を持ちました。凄いです
ね。

大きなグループだなーと思い
ました。大きさを活かした取り
組みと思います。

元気いっぱいで良かったで
す。同じ２期生で委員会メン
バーの変更等取り組みの課題
が聞けて同じだと安心しまし
た。丁寧な資料で分かり易くて
参考になりました。

１期生の大変さかが伝わりまし
た。ありがとうございました。

講師になられるために多くの
事を学ばれましたね。とても大
変だけれど皆様にとって宝とな
る経験だと思います。ありがと
うございました。

地域で顔なじみとなって連携
できるといいなーと思ってい
ます。

既に取
り組ん
でいる

５年度も頑張ります。

25 ひまわり園 冨永
モデル
施設

全ての研修にモデル施設とし
て参加出来て良かったです。マ
ネジメント研修がなくても続い
ていくことですので、何か困難
な事があった時に思いだしてこ
れからも頑張って行いたいと思
います。

声も聴きやすく、話もとても
分かり易かったです。ポジ
ティブに物事を考えていくこ
とには、とても共感できま
す。考え方、捉え方を違うと
ころから支えていけるような
取組をしていきたいと思い
ます。徳を積んでいきましょ
う。

オンライン発表を見たときに
も感じましたが、失敗がある
からこそ、成功する。現在２
年目で３年目には研修での
目的目標づくりがなくなりま
すが、園独自の目的・目標が
ある事を忘れずに、ずっと続
けていくには、失敗を恐れな
い事も大事だと改めて思いま
した。

明るく前向きにノーリフティ
ングケアに取り組んでいる
のが伝わりました。考えも
つかなかったポイントを集
めて休日ゲットは、有休の
数が少ない若手職員にす
ごくささりやすいのではな
いかと思いました。面白い
取り組みだと思いました。

利用者様のアセスメントから
福祉用具の選定を行う事はと
ても大事な事ですし、高価な
ものではなく、なんでもデモや
レンタルで使用感を感じること
も大切だと思います。自分た
ちも見る目、角度が違ってい
ると感じていまする

同じ２年目の施設として聴か
せていただきました。コロナ禍
でも、ノーリフティングケアが取
り組めるような体制づくり、素
晴らしいと思いました。クラス
ター発生時は超過勤務、公休
へ振替等、体力精神力は奪わ
れるので少しでも腰の疲れを
とるような備品、ポスターでの
発信、是非真似します。

周囲に良い意味で巻き込んで取
り組んでいるのが伝わりました。
取り組むことはできても人を盛り
上がらせることの重要さを改めて
認識しました。ずっと続けていくこ
と。新たな課題に対して取り組め
る姿勢を作る事を感じました。

マネジメント研修には講師の
方のアドバイスが不可欠です
し、体験しているからこそのア
ドバイスもあるため、目標や計
画などがしやすいと思っていま
す。アドバイス頂いたとき、
ちょっと煮詰まったときなど目
からウロコみたいな内容をい
ただくと糸口がみつかり話し合
いがスムーズになります。いつ
も、ありがとうございます。

来年度は、どの事業所の方
も言っているように直接あっ
たり、施設内を見て回るな
ど、コロナ禍でできなかった
ことが出来る年になったらよ
り地域の連携と自施設の
ノーリフティングケアへのモ
チベーションアップにつなが
るのではないかと思いまし
た。

既に取
り組ん
でいる

久しぶりのオンラインではなく、実際に合
えた方も数名おられてよい機会でした。来
年度、地域連絡協議会でも、充実したも
のになりますように。

26 くぬぎ苑 松井
モデル
施設

詳しく取り組み経過や概要、結
果について分かり易く説明され
ていた。振り返りが出来た。

目的が何なのかで成果が
変わる。という言葉に目的
を忘れていることがあり、常
に目的を意識して取り組ま
ないといけないと感じまし
た。

参考になるポイントが多くあ
り、とても勉強になりました。

楽しさが伝わってきまし
た。ノーリフティング休日は
職員のやる気を起こさせる
良い制度だと思いました。

統括マネージャーが施設長で
あるためか、職員の反発が少
なくスムーズに取組めている
感じがしました。

私たちの施設もクラスターに
なったので、共感することが多
くありました。体操、ストレッチ
の大切さを再確認できました。

現場主体、まさに、くぬぎ苑が目
指していところであり、とても勉強
になりました。

教える立場からの視点を学び
ました。

各地域の取組を学べました。
既に取
り組ん
でいる

―

27 ひまわり園 小早川
モデル
施設

２年間、研修を受けさせていた
だき、とても充実した研修だっ
たと感じています。取り組みに
より、職員の意識が変わりまし
た。これからも取り組んでいき、
より良い施設を目指します。

ノーリフティングケアを行
なっていく上で、人を動か
す事はとても難しく感じでい
ます。話をされた様々な視
点から職員へ訴え、モチ
ベーションを上げていける
ように取り組んでいきたい
と思いました。

行っている介助方法を職員
同士で体験する事を改めて
大切だなと思いました。福祉
用具をただ使用するのでの
ではなく、正しい使用方法を
利用者様のなぜ使用するの
か理解していただくことも大
切だと感じました。

技術教育がなかなか進ま
ないという点で共感しま
す。時間が変わる事だと割
り切り取り組んでいこうと
思っています。ポイント制
は面白い案だなと思いまし
た。

リスク抽出から改善に回して
スムーズな動きができてお
り、当園では、時間がかかっ
ていますので、委員会メン
バーでどうすればスムーズに
行えるのか改善できればと思
いました。購入ではなく先ず
はレンタルするのは良いと思
いました。

新人教育を行う際にベテラン
スタッフも入り、行う事は良い
と思いました。セルフエクササ
イズが簡単にかつ浸透できる
ような内容を考えていきたい。

中長期的な取り組みは計画書と
して細かく、誰、どのようになど
行っていくことは良いと思いまし
た。いろんな職員へ役割をもって
もらう事で、モチベーション向上に
つながるため良い取り組みだと思
います。

実施計画を立て実行する。こ
れからも繰り返し行い、より良
い施設になるよう取り組んでい
きたいと思いました。マネジメ
ント研修でアドバイスをいただ
き有難うございました。人材育
成の視点を意識し、技術教育
を担当し、伝達を行っています
が、伝え方の難しさを感じてい
ます。人材育成の視点を意識
し職員へ伝えていきたい。

地域連絡協議会で他施設の
方とつながることで、さまざま
な意見を聴くことが出来、当
園で活かせることもありまし
た。ノーリフティングケアを広
げていくために協力していけ
たらと思います。

既に取
り組ん
でいる

有意義な研修に参加させていただき、あ
りがとうございました。

28 ひまわり園 生方
モデル
施設

講師の方々、いつも分かり易く
講義を頂いてありがとうござい
ます。

利用者も職員もお互いが
良い環境で仕事ができ、生
活することが出来る事。６０
歳で退職を考えていた方も
６７歳の現在でも続けられ
るといわれているというお
話を聴くことができ、自分の
施設もそういった声が上が
るように取り組みたいと思
いました。

誠光園さんは、失敗を繰り返
して、今、ノーリフティングケ
アを施設全体で取り組めるよ
うになり、継続していけばき
ちんと結果が出るのだなと感
じました。

ポイント制なのが、職員の
モチベーションも上がり、
面白いと思いました。楽し
みながら取り組まれている
なーと感じました。

ケアの統一の難しさを感じま
した。

クラスター時でも、腰痛対策に
取り組まれていることが凄い
なーと思いました。参考にさせ
ていただきたいと思いました・

一般職員に任せてフォローすると
ということは、出来るようで難しい
ことなので何年もノーリフティング
ケアを続けてこられたからできる
ことなのだと思いました。

川端さんには、研修中、分かり
易くアドバイスや自分の施設で
実践している事を教えてくだ
さったので有り難かったです。

地域連絡協議会では、他施
設の方々の話を聞くことがで
き、とても参考になると思い
ます。

既に取
り組ん
でいる

どの施設の方々もいろいろ考え、継続し
ていくために工夫されていると感じまし
た。ひまわり園でも、途中で終わることな
く、何年先も続けていけるよう頑張りたい
と思います。

29 ひまわり園 野口
モデル
施設

マネジメント研修や地域連絡協
議会など、普及推進に向けて
の取組や地域との連携強化な
ど、ノーリフティングケア実践を
行うことが出来ました。

入居者、職員の双方が安
心、安全な暮らしを継続す
るためには、法人の理念と
ノーリフティングケアの目的
を整合させることが大切で
ある。組織体制を整える
事、職員の意識の変容の
両方が必要であり、適切な
人材で委員会を編成運営
する。

ノーリフティングケアは簡単
に効果は出ない。継続しない
と効果は出ない。止まると元
に戻る。各種ケア方法の組
み合わせ、２４時間の軸の生
活におけるトータルケアを考
える。

ノーリフティングケア事業
部を発足。あらゆる施設の
問題をノーリフティングケ
アマネジメントを通して解
決していく仕組みを構築す
る。職員個々が生き生きと
笑顔で働ける職場環境を
目指す。

動画マニュアルによる入居者
の移乗の際、福祉用具の統
一及び介助方法の統一がで
きた。　　研修方法を全体研
修、個別研修を行う事で参加
率が向上した。

セルフエクササイズ、仕事の
隙間時間に運動を行えるよう
掲示物の作成、ガウン着用時
は身体が凝りやすいため、こ
まめに体操を。

常に現場の職員を巻き込む工夫
をし、一般職員にも役割をもって
もらう。巻き込んで、任せてみる、
決して丸投げにはせず，協働す
る。どの取り組みも、やりっぱなし
にせず、効果の確認とさらなる改
善を意識する。

●さまざまな施設の状況の取
組を知ることが出来、捉え方、
考え方の幅が広がった。伝え
る側、聞く側双方の重いを察
することができた。●人材育成
の視点　自分たちで考えさせ、
解決までの道筋を立てる経験
を重ねてもらうことでマネジメン
トする力をつけてもらう。自施
設の経験や困っている事なと
を積極的に話意見交換などを
行える。

―
既に取
り組ん
でいる

―



30 ことぶきの森 栗原
モデル
施設

―

非常にためになる講演でし
た。ノーリフティングケアが
もたらす陽　陰の面で、ど
れも、自施設において起こ
り得ることだと思いました。
成長する絶好の機会という
言葉は印象深くもスタッフ
に対しても伝えていけたら
と思います。

事例や成功例、失敗例の話
をしていただき、非常に分か
り易い内容でした。

特別休日の付与など施設
独自の取り組みもあり、面
白いと思いました。

―
セルフエクササイズの掲示等
はできそうな事案として持ち帰
りたいと思いました。

― ― ―
既に取
り組ん
でいる

―

31 ことぶきの森 永富
モデル
施設

２年間取り組んできたことを山
形講師の話を聞き、振り返るこ
とができました。

ノーリフティングケアの取組
を一人でなく、チームで取り
組む大切さを学び、聴くこと
ができました。

失敗例、成功例を交えて事
例を発表していたので、とて
も為になりました。施設に持
ち帰り、試していきたいと思
います。

さまざまな取り組みを行っ
て課題解決に努めておら
れました。ポイント制という
ユニークな取り組みがとて
も印象に残りました。

２つの事業所協力のもと、
ノーリフティングケアへの取組
を行っている事や施設長自ら
動いていることに感銘を受け
ました。

発表者のキャラクターと発表
内容が分かり易かったです。
セルフエクササイズの活用の
仕方が為になったです。全体
研修、新人教育、基礎向上、
教育での取り組みが分かり易
かった。コロナ対応もためにな
りました。

3年目の体制づくりを今後、真似
させてもらいたいと思います。任
せる事は丸投げする事ではない
という言葉が響きました。やりっ
ぱなしにせず、効果の確認とさら
なる改善が必要と巻き込む工夫
の大切さを実感しました。

講師見習いの体験者からの報
告が分かり易かったです。講
師見習いの目線から分かり易
く説明されていました。

横倉施設長の話が聞きやす
くとてもためになりました。地
域連絡協議会の重要性を改
めて感じました。

既に取
り組ん
でいる

今後も、ノーリフティングケアに携わって
いきたいです、

32 本陣園 本間
モデル
施設

モデル施設で腰痛者が激減し
ているという事を再認識できま
した。

伝え方の工夫の必要性が
響きました。腰痛が今現在
ない人には伝わりにくい。

職員への教育も充実してい
る内容が大変参考になりまし
た。伝え方の重要性も再認
識できました。

腰痛体操等の意識づけの
再認識ができました。

教育体制への職員の参加率
の高さに驚かされました。

多職種での取り組みが参考に
なりました。

自分自身が発表者本人でした。
自分たちが努力してきたことを伝
えられる場を頂けて嬉しく感じま
した。共に、今後に向けての自身
に繋がるように思えました。

不安よりも実践の意識を学ぶ
ことが出来ました。考え方を共
有できる環境の大切さを実感
しました。

活動を続けるために県にも
各施設へのバックアップが必
要であるという点が響きかま
した。モデル施設同士の情
報共有が必要であると感じま
した。

既に取
り組ん
でいる

他施設の成功例の共有できる場であり、
この報告会の重要性を改めて認識できた
ように思います。

33 本陣園 中村
モデル
施設

改めて運営側の方の取り組み
を知ることが出来ました。心か
ら敬意を表します。

管理する側の立場として参
考となる言葉を多くいただ
きました。

便器の位置を変えたという取
り組みは検討材料として参考
にさせていただきたい。

ポイント制はアイデアとし
ては面白かったが、入居
者　＜スタッフ向けの取り
組み意識がより強くなるイ
メージを持った。

在宅介護者者へのノーリフ
ティングの普及の考えは、今
まであまり意識できていな
かった。当園におけるショート
ステイ利用者の家族に向けて
の情報提供を検討していきた
い。

新人教育時に既存スタッフも
加えるアイデアは参考にさせ
ていただきたい。

当施設の1年間の頑張りをこのよ
うな形で報告させていただく機会
を提供していただき、ありがとうご
ざいました。

当施設の川端の1年間の頑張
りと成長を改めて知る機会が
できました。今後も施設として
川端をサポートしていき、ノー
リフティングケアの普及のお力
添えをさせていただきたいと
思っています。

コロナ制限が緩和されていく
次年度以降、地域の施設に
直接出向いて情報共有しな
がら、活動を活性化させてい
くことを検討していきたい。

既に取
り組ん
でいる

資料にページ数を入れて欲しかった。

34 本陣園 湊
モデル
施設

―

意識の変容とは、大変難し
い人だと日々感じていまし
たが、ふじの木園様の報告
が分かり易かったです。

福祉用具の選択、情報処理
を変える、必要性を感じまし
た。

ノーリフティング休日、ポイ
ントカード‥様々な取り組
みを行われていて面白い
なと思いました。

動画マニュアルの作成で入居
者の移乗の際の福祉用具の
統一、移乗方法の土台つくり
が出来たとのことで参考にし
たいです。

先ず、最初から元気のある方
でよい印象でした。その後の
報告のセルフエクササイズに
興味を持ちました。

取組内容をきちんと丁寧に説明
し理解しやすかった。

計画、実行し、なかなかスムー
ズに進める事は難しいことで、
習う立場、教える立場、講師に
なるためには戸惑いもあるが、
その中でも気付きがあり、教え
る側を身に付けていかれてい
るんだと。

色々な施設の取り組み内
容、活動報告が知れている
地域連絡協議会があるとわ
かり、連携を図り、協力され
ているんだなと知りました。

既に取
り組ん
でいる

―

35 本陣園 川端
モデル
施設

多岐にわたる取り組みに感心
させられました。3期生のフォ
ローアップ研修はプラッツさん
で対面で行えたことでよい勉強
になったことと思います。

職員の行動変容を担う際
に、徳のある行動を以っ
て、訴えかける事は、大切
な事だと感じました。つい、
自分自身の体を守る他と訴
えてしまいがちですが、腰
痛がなければ確かに響か
ないだろうなと思いました。
現場でこのポイントを意識
して実践したいと思いま
す。

一度委員会が解散してしまっ
たなど紆余曲折ありながらも
成功させているのは、現在悩
みながらも実践している施設
にとって心強いモデルになる
と思います。失敗談なども聞
けて良かったです。

ポイント制にして休暇を報
酬にするという今までにな
い取り組みが非常に面白
かったです。

居宅サービス事業者による実
践ということで福祉用具をレン
タルすることができることが大
変羨ましく思いました。施設長
がきちんとリーダーシップを
とって実践されていることが
素晴らしかったです。

筑後地区の和気あいあいとし
た雰囲気がわかる発表でし
た。皮膚トラブルの発生件数
でノーリフティングケアの効果
を評価するのは良いなと思い
ました。

非常に聞きやすくて良かったで
す。1期生らしく、1～2年目よりも
発展した取り組みを皆さんに報告
できたのではと思います。

入江さん、確かに収録した実
践報告の動画は何らかの形で
もっと活用できればと思いまし
た。

地域連絡協議会の中で先に
いっている筑後地域の取組
をみることができてよかった
です。来年度は筑豊地域で
も、取り組みを加速していくと
思いますので大いに参考に
したいです。

既に取
り組ん
でいる

報告する施設をかなり絞ったことで集中
力を切らずに聞くことが出来ました。素晴
らしい報告会に参加させていただきありが
とうございました。

36 本陣園 藤中
モデル
施設

自分たちがノーリフティングの
概念や技術を学べるのは、沢
山の講師の方々などによる研
修があっての事で大変ありが
たく思います。

お話の中にあった自分の
事は、心に響かないが、他
の大切な方に関わる場合
はひびく。という事が特に
心に残りました。どうして
も、業務の中で、手っ取り
早くなどの理由で福祉用具
を使わなかったりしがちで
すが、利用者様、ましてや
同じ職員のためになると考
えることで福祉用具の使用
や意識の変化に繋がると
感じました。

動画や失敗例をあげてもらっ
てとても分かり易かったで
す。通常の業務に加え、ノー
リフティングの取組常務で不
安、心配等の気持ちは大変
共感できました。協力しても
らえる、する雰囲気作りが大
切と思いました。

ノーリフティングの取り込
みへの姿勢として、何かし
らの褒美等があるのが面
白いと思いました。勿論、
褒美のために取り組むわ
けではないですが、楽しく
取り組める雰囲気や気持
ちを作り上げようといるア
イデア等が良い流れを生
むのではと思います。

自分の施設だけでなく他の施
設と共同で研修を行う事に
よって違う視点による意見、
解決策が出ることが大きなメ
リットということが学べました。
又、同じ仲間がいることによる
安心感等が生まれることも良
いと思いました。

ノーリフティングが支援なく、研
修を行う際も浸透していない
人たちだけてなく、新人研修も
可ねて行う事によって反発も
起きにくくなり、受け入れやす
い空気を作る工夫は勉強にな
りました。

昨年の反省を踏まえ、メンバーを
増やしたことで負担は勿論、日常
の業務上でのノーリフティング作
業等への目配り、意見、アドバイ
ス等が届き、それに伴いも職員
全員への意識の定着に成功した
と感じました。

事業所の規模の大きさや種
別、意欲状況の違いなど各事
業所で差があるのは当然の事
なので、先ずはゆっくりで良い
ので実施、行動につなげていく
ことの大切さが必要である事を
感じました。

県へお願いをして下さったと
ころが特に印象深かったで
す。自分たちがやっている取
り組みを県が、上が汲み上
げてくれることでモチベーショ
ンや気持ちが上がるので大
変嬉しかっです。ありがとう
ございました。

既に取
り組ん
でいる

今回、自分たちの地域だけでなく幅広い
地域の方々の参加があり、大変多くの
方々がいることがとても心強く感じました。
福岡地区を中心に他県、敷いては日本全
国に福岡が中心となってノーリフティング
が広がっていけば、利用者様は勿論、介
護職にとっても良いことだと感じました。

37 くすのき通り 横倉
モデル
施設

大変な取り組みを有難うござい
ます。

参考になりました。
ノーリフティングケアを続ける
有効、PDCAサイクルを回し
続ける強さがもとめられる。

モチベーションの維持に参
考になる取り組みだと感じ
た。

― 元気があれば何でもできる。
任せる事。一人で考えないことを
学んだ

講師となり、負担が増えないよ
うに。

丸投げにしない事
既に取
り組ん
でいる

―

38 くすのき通り 坂口
モデル
施設

説明が分かり易かった
納得できる部分が多く、理
解を深めることが出来た。

皮膚剥離は移乗中に起きや
すいと思うし、拘縮の悪化に
も繋がるので気をつけたいと
思った。

ノーリフティングや腰痛予
防体操を行っていて、最初
はなかなか浸透していか
ない。否定的な部分もある
が、少しずつ皆がやってい
き休みがとれるのは凄いと
思った。

移乗法の統一は人によって
教え方が違うことがあるの
で、そこは、対策をされてお
り、参考になる部分が多かっ
た。また、直ぐに福祉用具も
買うのではなく、デモで使用
し、必要なら買うのは正しいと
思った。定期的なミーティング
も大切と思った。

仕事の隙間時間に運動を行え
るように見やすいところに紙を
貼って待ち時間にセルフエク
ササイズを行っていくも良い案
だと思った。

任せることは丸投げではなく、古
参のメンバーを全体のマネジメン
トを行いサポートするという点は
良く、いろいろな視点での意見や
新メンバーも学べるので良い点だ
と思った。また、やりっぱなしでは
なく、効果の確認と改善という部
分も大切だと思った。

実践報告でなぜ、出来なかっ
たのか、どのように計画の見
直しを行うか、出来た場合は、
なぜ、できたのかの振り返りは
しっかり行われているので凄い
と思いました。

人材育成の視点で　　～した
らよいのでは？ではなく、
～を解決するにはどうします
か？と対策を考えさせ、教え
る側と教えられる側、両方成
長するのが大切だと解った。

既に取
り組ん
でいる

各施設ごとに同じような課題に取り組み
少しずつノーリフティングが浸透していっ
ているのがわかった。自施設では行って
いないような取組もかなりあったのでいろ
いろな取り組みを行っているのをみて参
考になった。

39 くすのき通り 田島
モデル
施設

分かり易い資料で４年度の取り
組みを自身で振り返りながら聞
くことができました。

管理者の立場からの貴重
なお話を聞くことができ、と
ても参考になりました。

現場での実体験のお話が盛
りだくさんだった為、自分たち
の施設でも、「ある！ある！」
と共感できる部分が多くあり
ました。今後に参考になるお
話が沢山でした。

施設の中で、一つの目的
に向かって工夫しながら、
楽しく取り組まれている事
が伝わってきました。

職員へ周知しやすいような工
夫が分かり易く、自分たちも
取り入れたいと思いました。

クラスター発生時でのノーリフ
ティングケアへの工夫したとこ
ろや今後の課題について参考
になり、同じような部分で自分
たちも悩んでいるなと共感しな
がら聞くことができました。

同じ、１期生として、自分たちの施
設での取り組みを振り返りなが
ら、お話を聞かせていただきまし
た。自分たちの施設でも同じよう
な課題にぶつかっているところが
あり、参考になりました。

他施設への指導は、とても大
変な事だと想像します。その体
験からの気付きのお話は、と
ても興味深く聴かせていただき
ました。

それぞれの4つの地域での
活動内容について知ること
ができました。来年度の活動
内容も楽しみです。

既に取
り組ん
でいる

一日参加させていただき、１期生、２期
生、３期生とそれぞれの立場からの取り
組み内容を聞かせてもらい、とても学びが
深まりました。また、悩んでいるのは自分
たちの施設だけではないと元気ももらいま
した。来年度も立ち止まることなく、コツコ
ツと進んでいきたいと思います。



40 くすのき通り 山下
モデル
施設

令和４年度に取り組んできた内
容が分かり易くまとめてあって
良かった。

普段から思っていたものよ
りも、はるかに多くの影響
が現場にある事を知った。

ノーリフティングケアの普及
までにたくさんの苦労があ
り、とても参考になった。

ポイント制で特別休日な
ど、職員のモチベーション
の維持ができ良いと思っ
た。

モニターでのリピート再生は
良い考えだと思った。

エレベーターの待ち時間での
セルフエクササイズが良い案
だった。

取組ペースを敢えて落とし、一つ
ずつ内容をしっかりりかいしても
らうのは参考になった。委員会メ
ンバー以外の職員にも役割を与
えて意識づくりするのは参考に
なった。

講師の方の伝える為の工夫な
どを知れた。教える経験が自
施設でも役立つ好循環は良い
と思った。指導者の育成が大
切。

地域での連携をもっと深めて
いければと思う。

既に取
り組ん
でいる

たくさんの報告を聴け、とても勉強になっ
た。自施設でも取り組めるものは取り組ん
でいきたい。

41 能古清和園 辛島
モデル
施設

取り組み一年目で見違えるよう
な変化は今のところないが、こ
れから継続することで改善して
いくと思う。

トークが軽快で引き込まれ
た。ノーリフティングケアだ
けでなく、いろいろな事業を
進めるうえで大切な事を教
えてもらった。

チャレンジ→失敗は失敗で
はない事だと勇気づけられ
た。

スタンプカードなど、みんな
で楽しみながら取り組んで
いることが素晴らしいと
思った。

動画マニュアルは真似したい
と思った。

明るくて、地域がチームとして
機能している事が伝わった。
福岡地域も今からだと思うの
で、同じ仲間として見習ってい
きたいです。

メンバーの入れ替えに備えて、
もっとノーリフティングケアを学ぶ
職員を増やしておかなければと
思う。

初めてノーリフティングケアに
取り組もうとしているひとが
「やってみよう」という気持ちに
なる報告だった。自施設では、
「教える側」になるので参考に
させてもらいたい。

他地域の動きがみれて良
かったです。

既に取
り組ん
でいる

ケアする側、される側、双方の笑顔のた
めに頑張ります。

42 能古清和園 山川
モデル
施設

―

講演内容、話の内容にすご
く興味をひかれ聞き入って
ました。取り組みに対して
の考え方など。いろいろと
参考になりました。

取り組みについて失敗談も
話して下さり共感をえました。

同期の施設で取り組み内
容、実施状況等、参考にさ
せていただくことが多かっ
たです。

―
来年度、自施設が２年目に突
入するため、取組み、課題等
参考になりました。

― ― ―
既に取
り組ん
でいる

―

43 朝老園ひさみつ 中村
モデル
施設

普及が進み、取り組み施設が
どんどん増えていくといいと思
う。

考え方、捉え方、メンバー
の人選、今一度振り返るこ
とをしにいといけないと思っ
た。

解散から再結成され、苦労も
たくさんあったと思いますが、
継続してこられた結果、自立
支援につながっている事は
凄いと思う。

楽しく取り組むためのアイ
デアは見習いたいと思う。

組織体制がしっかりしている
と感じた。

コロナクラスター時でも、中断
することなく継続できている事
は根付いてきている結果だと
思う。

新体制での取り組み、チームをマ
ネジメントできているのだなと感じ
た。

指導する側からの不安や気付
き、仲間が増える事、経験を活
かして欲しいと思う。

地域ごとに活動されている事
を知り、普及に努めている事
を知りました。

既に取
り組ん
でいる

―

44 朝老園ひさみつ 国武
モデル
施設

抱えない介護が実際にできて
いる施設に腰痛者が減少して
いることでノーリフティングの重
要性を感じた。

ノーリフティングケアの導入
を通して、人材育成の難し
さや大切さを体感できてい
る。

苦労しながらも、地道に活動
されて刺激されました。

ノーリフティング委員会メン
バーが楽しみながら行って
いる点は凄いし、大切と
思った。

施設長が中心に動かれてい
たことがスムーズに導入され
ている感じがした。

さまざまな工夫が勉強になっ
た、真似してみたい。

スタッフを巻き込み、完結させる
工夫が勉強になりました。

研修や勉強会に参加するだけ
でもモチベーションは上がるの
で、その頻度を増やすことも大
切だ思った。人材育成の技術
は仕事の上でさまざまな場面
で役立つと思った。

それぞれの地域で積極的な
活動がされていた。行政を巻
き込むことも必要と感じた。

既に取
り組ん
でいる

貴重な情報を頂きました。ありがとうござ
いました。

45 朝老園ひさみつ 白石
モデル
施設

調査の結果から、腰痛者の減
少等、働きやすい環境の結果
が見て取れた。今年度からの
講師見習いの方々も指導に加
わって活動されており、教える
側も力をつけてあると感じた。
これから地域の施設に広めて
いく役割を担っていけたら良い
と思う。

推進するにあたっての職員
グループ(ポジティブ・中間
層・ネガティブ)の存在と働
きかけ方、どうやってポジ
ティブ層を増やすかとの考
え方、委員のメンバー先行
について、　　　　　徳の高
い目線を伝え続ける、自施
設の理念と整合させること
を考える。

必然的にPDCAサイクルを繰
り返した結果、入居者のQOL
の向上を実感できている。
個別プランニングとアセスメ
ントが実施できている事が良
い。福祉用具選定や購入方
法、施設改修例が参考に
なった。福祉用具の使用が
自立支援につなかっている
事例が素晴らしく励みになっ
た。

座学からスタートしている
ノーリフティング宣言から
職員全員に目標や理念が
伝えられている。　雰囲気
づくりが参考になる。ノーリ
フティング推進に役割分担
は必要だと感じる

アセスメント立案の説明が丁
寧だった。職員側の腰痛等
データーが分かり易く揃って
いた。入居者側のADLやQOL
の変化も纏めて欲しい。

取り組みの工夫が見やすく分
かり易い。真似していきたい。

１期生として、委員会の拡充のコ
ツを分かり易く見せていただい
た。実施計画書の内容が参考に
なった。

マネジメント研修を通じて、考
え方の幅が広がるのは良いこ
とだと思う。取り組み報告とい
うのは、先輩方残した貴重な
情報源なので有効活用出来た
らいいと思った。　教え方を学
ぶことで、多方向に役立てるこ
とができるメリットを知った。学
ぶと教えるを同時進行してもら
う工夫や効果

ノーリフティングケアが介護
人材を守る定着させることに
役立っている　行政とのつな
がりをより一層深めて欲し
い。

既に取
り組ん
でいる

―

46 朝老園ひさみつ 高倉
モデル
施設

研修ビデオを振り返り、全職員
が周知できるよう、施設内研修
の期間を決めた。どの事業所
も多くの福祉用具を活用してい
る。積極的に福祉用具のレンタ
ル等使用し、情報収集を行う。

ノーリフティングケアが全て
の入居者様に応用ができ
るとは限らないが、その方
に合ったケアを検討検討し
ていきたいと考える。私も
ノーリフティングケアを通じ
て入居者様の触れ合いを
大切にしたい。

今の現状を細かく振り返りが
出来ていると感じた。また、
看護も交えて情報共有され
ている。アセスメント・プラン
ニングの流れを参考にさせて
いただきたい。素晴らしい成
果を出されている。

職員の負担材料や環境面
の改善を迅速に対応され
ている。ポイント制にし、職
員のモチベーションを上げ
ている、職員が一丸となっ
ていると感じた。

アセスメント・プランニングの
流れが確立されている。腰痛
が改善されない職員のフォ
ローをしっかりされている。全
体研修と個別研修を個別研
修を行うことが参加者ほぼ
100%。

スライディングボードの活用で
皮膚びらんの減少がみられ
た。使用方法の再確認、多職
種、新人、ベテランを上手く巻
き込んでいる。

ノーリフティング委員会メンバー
(旧・新)の連携ができている。取り
組み計画書に具体的な手順、期
間を書いている。

ノーリフティングケアについて
実施してみることの大切さ。不
安そうに教えていては、説得力
は半減、自分たちで考えさせ、
解決までの道筋を立てる。経
験を重ね、マネジメント力をつ
ける。

介護人材の維持の効果が高
い。腰痛がなくなったという
声を聴く。現場職員はこのよ
うな声を聴くと分かり易い。

既に取
り組ん
でいる

先ずは、今の現状を振り返り、入居者、職
員共に間違った介助、負担がかかる介助
になっていないか確認する。福祉用具の
レンタル、デモ機の活用を試みる。キャリ
ア問わず、多職種連携の大切さを学ん
だ、アセスメント、プランニングを確立す
る。

47 サンシャイン 道園
モデル
施設

研修の流れを改めて確認でき
ることで、これからも振り返りを
行う際に役立たせていただきま
す。

午前中の研修参加で、今
日の参加の有意義性を確
信するものでした。NCLの
進め方はもとより、管理者
としての立ち位置を関カエ
ルに当たり、本当に参考と
させていただきたいと思い
ます。

具体的に失敗と工夫を示し
ていただき、共感しながら、
今後に活かせるものと感じま
した。

職員の皆さんが明るく、い
きいきと取り組まれるよう、
ポイント制、休暇など１年
目からの発想は素晴らし
いと感じたところです。

１年目の取り組みとして、思い
出すところ、共感できる部分
が多くあり、聞かせていただき
ました。また、リフトなどの導
入についても検討が始まって
おり、スムーズに進められて
いると感じました。

同じ２期生施設としての苦労も
理解でき、今後、近隣施設とし
て連携を強化し、NCLの実践
に取り組んでいきたいと思いま
す。

今後の推進にあたり、体制づくり
や任せるは、丸投げではない。な
ど、参考とすべき内容が盛りだく
さんでした。職員の育成、技術の
定着に向け、改善に取り組みた
いと思います。

２期生である我が施設におい
て、講師の皆様、事務局の
方々なしでは、どうにもこうにも
やってこれなかった事は明白
です。そのような講師レベルの
方々が地域に福岡県に増える
ことは大変心強く感じておりま
す。お二人の話の中にも、他
施設への気配りの中に素晴ら
しい体験研修の成功を確信し
ました。

地域連絡協議会の皆様との
交流を進めなくてはと感じな
がらも、事業所間の壁につ
いては厚く感じており、今後
とも、ご指導を宜しくお願い
致します。

既に取
り組ん
でいる

オンラインではなく、会場に集まることが
出来も良かったです。

48 サンシャイン 堀上
モデル
施設

これまでの取り組みの振り返り
ができたので良かったです。

腰痛がない方に向けて、ど
のようにアプローチしていく
か考えていた時期があり、
一つのフレーズの違いで人
の心には響くのだと感じま
した。

失敗をしても繰り返し繰り返
し行っている事が凄いと感じ
ました。自施設でも、参考に
しなければいけない事が沢
山ありました。

ポイント制を取り入れられ
ている事で職員のやる気
もあがり、いい取り組みだ
なと感じました。

職員への伝達、指導方法の
統一のため、動画マニュアル
を作成されているのを見て、
全職員がわかりやすいだろう
なと感じました。時間がなかな
か取れない時でも動画マニュ
アルを使えるなと感じました。

コロナの中でも、体操や教育
をされており、見習わなければ
ならないと感じました。自施設
はコロナ中、取り組みができな
かったため、今後どのようにし
ていくか話し合いをしなければ
ならないと感じました。

一般職員を巻き込むために、小さ
な事柄でも役割を持ってもらい施
設全体で行う事は、いい考えだな
と感じました。

マネジメント研修で、桜の丘様
には、先輩施設として大変だっ
たことがこうしたら上手くいった
など、様々な事を聴き、本当に
勉強になりました。

地域連絡協議会がある事で
困った事や他施設の取り組
み状況を知れていい機会と
思っています。今後も地域で
盛り上げていけたらと思いま
す。

既に取
り組ん
でいる

―

49 サンシャイン 大津
モデル
施設

取組むことで腰痛者が減ってお
り、高齢者も働きやすい職場環
境になってきている結果は大
変良いことと感じました。

すごく共感できるお話で、
今後の取り組みの励みに
なりました。自施設でも講
演内容を伝えていきたいと
感じます。

取組んでこられた事や失敗
例もよくわかりました。工夫し
てこられた事、参考にしてい
きたいです。

活動に対してポイントカー
ドを作成したりと楽しく取り
組むシステムが素晴らしい
と思った。

二つの施設で研修の協力体
制が出来ていることが良いと
感じた。１年目の取り組みか
ら動画マニュアルの作成もで
きて進捗が早く、連携がしっ
かりできているんだなと感じ
た。

クラスター時等の有事の際に
必要な対応や技術を指導する
ことも行っており、参考になっ
た。

委員会メンバーを増員して、古参
メンバーでチームをマネジメント
し、現場に任せていくことや新体
制での工夫も一般職員を巻き込
んで盛り上げていくことがよくでき
ていると感じた。

活動の経験から伝える側、聞く
の想いがよくわかるサポートも
幅が広がるんだろうと感じた。
自分たちで解決策を考えていく
ことでマネジメント力をつける
人材育成の視点はとても重要
だと感じました。

第１回で集合+ZOOMで自己
紹介ができたことが良かった
と思います。面識が出来、話
しやすくなったと思います。
他施設と交流をもつことによ
り、刺激にもなり、モチベー
ションの維持になっていると
感じます。

既に取
り組ん
でいる

―

50 なの国 石橋
モデル
施設

取り組みの年数を経ていくこと
でノーリフティングケアが浸透、
定着していることがよくわかり
ました。今後もしっかり継続した
いと思います。講師の方々に
感謝の気持ちでいっぱいです。

正論で人は動かない、マイ
ナス思考のポジティブ行
動、出来ることからやって
いく。前提条件がある中
で、どう動かしていくのか・・
など、いろいろと考えさせら
れるものがありました。とて
も為になりました。

失敗談も改善案など、実際、
自施設での悩み、不安と一
緒なところがあり、勉強にな
ることが多く、なるほどと思う
発見がありました。刺激をも
らいました。

１年目の取り組みで、とて
も進んでいると感じまし
た。スタッフ皆が楽しく笑顔
でが想像できました。ノー
リフティング休日、とてもい
い案だと思います、スタッ
フのモチベーションに繋が
りますね。

事業所がたくさんある中で進
めていくことは大変だと思い
ますが、スムーズに進めてい
る事に感心しました、研修の
参加率が高いことも凄いと思
います。

コロナ禍でも、工夫を行い取り
組んでいることで自施設に持
ち帰りたいと思いました。

３年目を迎える当施設としては、
とても参考になる取り組みでし
た。どこまでできるのかわかりま
せんが、あきらめずに継続してい
きたいと思います。

何故、出来たのか、なぜ、出来
なかったのかを振り返ることが
大切ということを改めて感じま
した。寄り添う気持ちが大切と
いうことも思います。教える立
場の難しさ、教えるには、先
ず、自分がしっかり理解してお
かないといけない。本当に難し
いことだと思います。

地域に向けて、何ができる
か？を、取り組む必要がある
と思いました。自施設だけで
満足するのではなく、知識、
技術を高め、介護に興味を
持っていただけるような機会
にしなければと思います。

既に取
り組ん
でいる

今日の報告会は、とても刺激になりまし
た。参加出来て本当に良かったです。あり
がとうございました。



51 なの国 大山
モデル
施設

自分たちが取り組んできた結
果をまとめていただき、少し誇
らしく感じました。また、同じく取
り組んでいる他施設の状況を
知ることができ、勉強になりま
す。

物事の捉え方についてね
講演を聴き、少し、コアス
タッフとしての重荷が軽くな
りました。また、今後の行動
の目安になりました。

特養でノーリフティングケアを
行っている先輩として、昨日
訓練指導員として大変多くの
点で学ぶべきものがありまし
た。

楽しい雰囲気が感じられ、
コアスタッフがまとまって取
り組まれており、当施設も
負けられないなと感じまし
た。

居宅ならではの利点をうまく
活用出来て良かった。

コロナ禍　クラスターでも、ノー
リフティングケアを進めるパ
ワーに圧倒されました。発表
が早く、やや追いつくのが大変
でした。

１期生として歩まれた苦難を乗り
越え、信頼し任せることが大切だ
と感じました。３年目は、その領
域に到達できるように前進してい
きたいです。

桜の丘様　講師サイドの感想
を聞くことが出来勉強になりま
した。新規取り組み施設の不
安が少なくなる発表でした。本
陣園様　来年度３年目の当施
設は、人材育成が課題。つい
つい答えのようなものを言いた
くなりますが、議論を促していく
ようにしていきたいです。

筑後地域の行動力は大変勉
強になります。

既に取
り組ん
でいる

―

52 なの国 服部
モデル
施設

事業の全体像を改めて振り返
る事で、いままで取り組んでき
たことの価値について考えるこ
とができた。

マネジメントについて学ぶ
ことができた。すとんと腑に
落ちる感覚があり、今後の
モチベーションにつなげる
ことが出来そうだと感じた。
とても良かったです。

失敗を重ねながら利用者の
幸せのために真摯に向き合
う姿は素晴らしいと思った。
ノーリフティングケアとトータ
ルケアにつなげて考えること
が大切。職場環境の改善ま
で私たちもつなげていきた
い。

楽しみながらノーリフティン
グケアを広めようとしてい
るのが伝わった。使節の
売りにもなるのでは?

教育体制が自施設と似ている
こともあり、参考になった。ス
ライドが分かり易かった。

クラスターが起きた中でも何と
か工夫して歩みを止めない事
の大切さが伝わった。

遊び心も大切が長く続けていく秘
訣かなと思った。

私たちは横のつながりがあま
りないので、地域で交流ができ
る機会を考えたいと思った。
ゆっくりでいい、この言葉はい
つも、安心感を与えてくれま
す。人材育成の視点が参考に
なった。

―
既に取
り組ん
でいる

―

53 誠光園 中武
モデル
施設

３年間で、こんなにノーリフティ
ングケアを意識している施設が
増えたことにすごいなぁとつくづ
く感じます。取り組むことだけで
もえらいなーと思います。

ワードに不快意味があり、
いつも学ばせてもらってい
ます。私の話に現場感覚の
部分に根拠づけしてもらえ
たように思います。

聴講された皆様に何かお役
に立てればと思います。

推進チーム以外の職員も
上手にノーリフティング推
進チームの活動に巻き込
んでいると思いました。楽
しく職員が参加しやすい作
戦が上手だと感じます。

法人として取り組まれている
ので、今実行している２つの
町をモデル施設先行施設とし
て基礎ができたら次の町、次
の町に広げてもらいたいで
す。法人内でも施設長が異な
るとノーリフティングケアの意
識がさまざまな印象があるの
で続報を楽しみにしておりま
す。参考にさせてください。

勢いのあるノーリフティングケ
アの取り組みが発表から感じ
られました。苦労が感じられ
ず、楽しくノーリフティングケア
ほを実行されているようなので
羨ましく思います。

古参メンバー　これまで頑張って
きたことが報われた　２年間大変
だったでしょうね。メンバー以外の
方がノーリフティングケアを広げ
られる新メンバーの出現、古参メ
ンバーの自信になると思います。
古参メンバーが新しいことに取り
組めて、もっと質がｕｐできそうで
すね。

資料についてのお話に共感で
す。私たち必死に探したの
に・・。今年のマネジメント研修
は計画が立てやすいと感じま
した。自信をもって発言するこ
とは、私も意識して頑張りまし
た。自分たちが受講生の時は
全く見ていなかった講師陣の
教え方を学ぶし、私も講師の
発言を盗んでいました。自分
が教えることでさらに自分の理
解度を増すと感じます。

―
既に取
り組ん
でいる

令和５年度の県事業に誠光園を受講生で
入れさせてください。講師ではなく、学ぶ
立場で。苦労は多いですが、計画して修
正する、出来ないことに振り返るあの時間
は大事です。

54 次郎丸の里 浦田　拓美
モデル
施設

3期生として本年度取り組み、
まだ浸透していないと思う

多職種連携の事も踏まえ
意識作りを行っていくことを
学べた。

受傷の件数は減っている。1
年目の失敗からの立ち上が
りの参考になりました。

次年度の引継ぎをしっかり
行いたい。

２施設の進行を同時進行で
やっていることが、分かり易く
よかったです。

元気よく分かり易い内容でし
た。

腰痛体操がなかなか浸透しない
ので参考にします。

まだ講師見習いについては考
えたことはないのですが参考
にします。

次郎丸の里での予定してい
た顔合わせの内容等あり参
考にします。

既に取
り組ん
でいる

パワーポイントで全体の実技練習をおこ
なった研修等写真がありましたが業務内
で行ったか業務外で行ったか知りたいで
す。

55 次郎丸の里 笠　智恵子
モデル
施設

様々な取り組みをされておら
れ、このような報告会に参加さ
せていただき感謝しています。

「目的」を明確にする、「双
方の幸せのために」を意識
して取り組む姿勢が大切だ
と感じました。

施設全体、全員で少しずつ
おこなっていこうという意識
改革が必要だと改めて思い
ました

１年目の施設としての課題
はたくさんありますが職員
が楽しく取り組める環境作
り、アイデアを考え職員に
伝えていきたいと思いま
す。

明るくパワーのある施設長よ
り講義していただき、施設に
持ち帰り伝えて自分自身が動
いていかないと変わらないと
思いました。

・過去に取り組んでいる資料
等を参考にする
・チームでのマネジメント研修
参加の必要性

「教えるを学ぶ」
指導するには自信が正しい技術
を身に付け自信をもって指導する
必要があると感じました。

施設間で交流を持ち、技術指
導を行っていくことも必要。

他施設を見学すること。コロ
ナ禍でノ―リフティングケア
を行いケアの質の向上を図
れた⇒大事なことだと思いま
す。

既に取
り組ん
でいる

来年度の計画を楽しみにしております。
本日はありがとうございました。

56 次郎丸の里 遠藤　さおり
モデル
施設

３期生としての参加でしたが全
体の取り組みを見て今後がと
ても楽しみになりました。

目的の大切さを改めて考え
ることができました。

一人でなく仲間と取り組むこ
とは重要だと思います。

頑張って発表できたと思い
ます。

複合施設等大きな施設が取
り組んでいくことで普及促進
事業が続き仲間が増えてノ―
リフティングケアが当たり前に
なってほしいなと感じました。

元気で楽しくノ―リフティングケ
アに取り組んでいるのが伝わ
り２年目に注意する点が分か
りました。

２年目の取り組みについての
キーワードができました。

事前所法の必要性と自ら行
動、チームは本当に大切と思
います。

講師として指導⇒マネジメン
トができるようにする指導が
難しく、自分たちで解決する
ように話す、考えさせられま
した

既に取
り組ん
でいる

皆様の取り組みを聞けてとてもモチベー
ションが上がりました。ありがとうございま
した。

57 次郎丸の里
福元　雄太
郎

モデル
施設

￣
ノ―リフティングケアを何の
ためにするのか改めて考え
る良い機会になりました。

介護現場の体験（工夫や失
敗したこと）を細かに説明さ
れていてとても参考になりま
した。

￣ ￣

新入職員、ベテラン職員を含
めて実技教育を実施すること
はとても良い試みだと感じた当
施設でも取り入れていきたい
。

ストレッチ（ラジオ体操）が施設全
体に浸透していてすごいと思っ
た。目指していきたい、

￣ ￣
既に取
り組ん
でいる

￣

58 次郎丸の里 上畠　茂穂
モデル
施設

緊張して目が資料を見てな
かったです。来年の参考にした
いと思います。

３回目の講演ですがいつも
勉強になります。徳を以っ
て人以って成す（原文のま
ま）私たちは楽しみながら
成すです。

緊張して頭に入ってこなかっ
たです。資料読んで改めて参
考にさせていただきます。

頭が空っぽになり覚えてま
せん。

施設長と知らず、気軽に話し
かけて申し訳ありませんでし
た。完璧な内容ですごいとお
もいました。ホッとしてあまり
頭に入ってこなかったです。

元気いっぱいで一本取られま
した。治郎丸をいじってもらい
ありがとうございました。実技
指導でアンチエイジ参考になり
ました。

リンクスタッフに任せたい。マネジ
メントの重要性。継続することで
報われるならこれからも頑張って
いきたい。ラウンド、アンケート、
修了者等今後活用。１日１回腰
痛予防を施行

ゆっくりで継続していきたいと
思います。伝え方が参考にな
りました。

自己の関わりを重視したい。
既に取
り組ん
でいる

もう少しイベント性があってもよいのでは
ないか　　真面目過ぎる感があります。

59 みやこの苑 磯部　圭秀
モデル
施設

２期生として夢中で取り組んで
いて気付きませんでしたが資
料として改めて研修してきたこ
とを振り返ると本当に多くの研
修を受けさせてもらっていたの
だと実感しました。また、他部
署や他施設に教える際に参考
にしたいと思いました。

格言や分かり易い話し方で
とても共感することが多く、
勉強になりました。それと
同時にやる気も上がり自施
設でももっとノ―リフティン
グケアを定着させたいと思
えるようになりました。

まさに当施設が取り組んで２
年目で感じていた失敗と重な
るところがあり、とても共感で
きる内容でした、先輩施設も
悩みながら取り組んでいるこ
ともわかり自分達も焦らず頑
張っていこうと思えるようにな
りました。

ポイントを集めて休みを
ゲット等ユニークな取り組
みをされていて楽しそうな
施設だなと感じました。

施設長自らが統括マネー
ジャーとなり、２つの施設にノ
―リフティングケアを普及して
いてとても感心しました。１つ
でも大変と感じますが、しっか
り組織立って取り組まれてお
り学びが多くありました。

とても活気があり内容もとても
聞きやすかったです。クラス
ターの中でも決してノ―リフ
ティングケアの取り組みを進め
ていて感心しました。当施設も
有事に備えて準備していきた
いと思います。

自分たちも来年度は３年目となる
のでとても参考になる内容でし
た。現在の委員会メンバーだけで
なく新たに職員を巻き込んでノ―
リフティングケアを普及させたいと
思いました。

指導者としての立場からの報
告を聞いて来年度、他部署へ
ノ―リフティングケアを普及さ
せるためには答えを教えるの
ではなく一緒に考え自分たち
で解決していける人材を育成
できるようにしたいと思えまし
た。

地域によってカラーが違い、
興味深く感じました。他の地
域の協議会にも参加してみ
たいと思いました。

既に取
り組ん
でいる

２年間　本当に貴重な経験をさせていた
だき本当にありがとうございました。これ
からもノ―リフティングケアの普及に尽力
したいと、この報告会を受けてさらに思う
ようになりました。

60 みやこの苑 腹　麻美
モデル
施設

活動報告を聞き、日々躍進さ
れていることとノ―リフティング
ケアの認知、必要性が上がっ
ていることが興味深い

ノ―リフティングケアでの現
場浸透の難しさにしっかり
と向き合っていて、対応や
考え方がとても勉強になっ
た。「環境のせいではなく、
制約の前提条件としてとら
える」「その中でどうしてい
けるか考える」ということは
たくさん興味深かった点で
一段と興味深かった。

一平が違うのに拘縮の仕方
は似ており、体の筋緊張は
亢進sレテイク」「アームサ
ポート、サイドレール、レッグ
サポートなどの緩衝材への
疑問」という点が面白かっ
た。

ノ―リフティングケアの浸
透にポイントとご褒美制の
導入という点。コアスタッ
フ、⇒リンクスタッフ⇒ノー
マルスタッフという指導の
仕方を取り入れている点
に興味を持った

両施設でノ―リフティングケア
を情報共有しながら実施して
いる点。２つの施設ならでは
の問題点とか知りたい。

セルフエクササイズの浸透の
ためにエレベータに体操を
貼っているという点の工夫が
興味を得た。

一般職員にも役割を振る等、そ
れがどこに向かうか記録、完結さ
せるという点。やはり、周囲の巻
き込みが大事ということが取り入
れることが重要なのかなあとしみ
じみ。

桜の丘）取組みや内容を危険
を踏めてもっと深く知りたかっ
た。　　　　（本陣園「答えが正
解ではない」）「答えのようなも
の」を伝えてしまう。
人材育成するには自分達で考
えてもらうことも大事・・・なるほ
ど。

たくさん施設が参加され、ノ
―リフティングケアが注目さ
れているんだ。

既に取
り組ん
でいる

第１期、２期、３期ならではの悩み、実践
報告があるといいなと思いました。「色ん
なアドバイス、色んな不安、色んな問題
点」ではなく、内容が知りたいです。どうゆ
う風な指導の声掛けを行っているとか問
題点における解決の中身が知りたいで
す。



61 足原のぞみ苑
上村　美奈
子

モデル
施設

自身がほぼほぼ参加できてい
なかった。

以前、ふじの木園さんに
「取り組みに協力しない職
員をどうするか」という質問
をした際は、濁すように「辞
めている方がいる」とおっ
しゃっていましたが、今回
の講演を聞いて、施設長の
立場でこれだけ熱心に取り
組んでくれたら、辞める人
もいていいんだという考え
になりました。かなり考え方
の違いがあるということを
改めて考えることができま
した。

ずっとやり続けていくことが
大事だし、次から次に課題が
出てきて奥が深いと思った。

新しいことを始める際、ネ
ガティブ意見もあったと思
うが、それをはるかに上回
るポジティブ思考で行って
いったんだなと感じた。

取組みに関して職員の抵抗
がなかったというのが印象的
だった。

握り手のない台車が欲しいな
ど言いやすい環境つくりがす
ごいと思った。

１ユニットに一人が委員で周知す
るのが大変だと思ったが、続ける
ことでぜんたいに周知できている
のでとにかく続けることが大事だ
と感じた。

日々の業務、コロナなどで職
員が少ない中参加がほぼでき
ず申し訳ありません。

ＰＲして広めていくこと、介護
人材不足の解消につながる
ことなど、もっと行政とつなが
りを活用していくことが必要
だと感じた。

参加で
きない

モデル施設としては参加しませんが、ノ―
リフティングケアは、断続していくようで
す。また何かあれば、連絡させてくださ
い。

62 足原のぞみ苑 菰田　直樹
モデル
施設

研修に参加させていただいて
技術チェック合格でき、よかっ
たと思います。

ノ―リフティングケアやその
他の取り組みでも、変化に
対して反対意見が必ずある
ことに気づいた。その中で
中間層を納得させることが
重要ということも分かった。

スタンディングリフトや床走行
リフトを有効に利用できてい
ると感じた。のぞみ苑でも２
月から浴室に天井走行リフト
を取り入れているため参考に
したいと思った。

ポイント制とリフト休日を実
際に行っているのがすご
いと思った福祉用具変更
時の連携方法も参考とな
る部分が多かった。

スライディングボード使用でび
らん件数が１／3に減少した
のがすごいと思った。ただ福
祉用具を使うのではなく正しく
使用している結果がでている
と感じた。

腰痛予防体操の放送をするの
は良いアイデアと思った。

不完全な計画書であっても、結果
に対してのノーリフティングを行い
改善して継続していくことが重要
と感じた。

各地域でモデル施設があり、
連携してかつどうしていること
が理解できた。

―
参加で
きない

￣

63 みやこの苑 宮崎　優
モデル
施設

３年間コロナ禍で苦労されて取
り組んだ様子がうかがえた。

ただただ見習いたいと思う
ばかりであった。

失敗から学んだ報告がとても
参考になった。自施設での取
り組みの方法や今後の活動
報告書をお送りします。に指
針となった。

施設独自の工夫がおもし
ろい。明るい施設のよう
だ。

全体での取り組みを意識して
いるところが成果を上げてい
ると思った。

元気な発表でした。コロナ禍で
の工夫がうかがえる良い報告
でした。

新メンバーに移行してますます
チーム力が上がったのは素晴ら
しい。

￣ ￣
既に取
り組ん
でいる

この活動がノ―リフティングケアの必要性
を理解していただき、利用者と職員に安
全と安心が確保できるということを広げて
るように力を合わせていけたらと思う

64 みやこの苑 大江　謙一
モデル
施設

ノ―リフティングケア普及促進
事業に参加させて頂き感謝で
す。

とても心揺さぶられる良い
講演でした。

様々な失敗を乗り越えて
様々な取り組みをされててす
ごいなと思た。ご利用者に
とって幸せになれる施設だと
思った。

ノ―リフティングケアをみ
んなで楽しみながら前向き
に進めているところが素晴
らしいと思った。

大きな組織の取り組みとして
とても参考になった。

大変聞き取りやすい内容でよ
かった。コロナという突発的な
事案に対しても工夫しながらノ
―リフティングケアをつづけら
れると思い勉強になった。

当施設も来年度、委員会メン
バーの再考が必要と考えている
ためとても参考になった、。

とても現実的で分かり易い内
容だった。わたしたちと同じ目
線で話してくださって親近感を
感じた。

講師見習い活動内容を聞き
ながら、自分自身の統括マ
ネージャーとしての役割をだ
ぶらせながら、講演を聞き勉
強になった

既に取
り組ん
でいる

￣

65 みやこの苑
大河内　直
人

モデル
施設

他の施設等の取り組みを見
て、勇気付けられ、今後一層、
介護をがんばろうと思った。

それぞれの認識⇒行動⇒
変化　これに勝るものはな
く継続していくことも大事で
現行業務介護技術をあきら
めず行動し変化させていき
たいと思います。

自分たちも現場にて失敗す
ることも多々あり、やっぱり失
敗したところの見直しや再度
試してみることで次につなげ
ていけるのでとても勉強にな
りました。

着眼点が面白く職員を引
き付ける。気にさせるまた
それを楽しむが面白いで
す。人は皆自分のことじゃ
ないとなかなか自分も含め
真面目になって考えてくれ
ないのでこういう発想は面
白いですね。

動画を流しているのは良いで
すよね。しかもリピート。文字
やイラストでは認識しにくいこ
ともあり動画等でその場で見
直しができるのはとてもよい
です。

勢いと元気がとてもよかったで
す。

任せることは大事なことで、また
できない事等を一緒に考えること
も大事だと思います。業務に追わ
れて難しいこともありますがそれ
でも時間を作り、ゆっくり伝えてい
きたいです。

一人で悩まず少しずつみんな
で協力していくことが大事です
よね。理解しやすく何のために
行うのか目標、目的を持ち、伝
えていきたいです。

他の施設の取り組みやＱ＆
Ａをもっと知りたいと思いまし
た。

既に取
り組ん
でいる

他の施設さんの取り組みや工夫にびっく
りしました。

66
若草シニアビ
レッジ

床島　慎
モデル
施設

解り易かった
徳という言葉が印象に残っ
た

失敗を繰り返しても、継続す
る大切さを学んだ。

取組みを楽しみながら実
施され非常に参考になっ
た。

有料老人ホームの利点をうま
く用いたもので、参考になっ
た。

メンバー構成が変更されても
継続する力、勉強会内容も
グッド

チームをマネジメントする。取り組
んだ効果の確認と改善

責任の重さ。伝える大切さ。筑
後地区連絡協議会をまとめて
もらい大変助かった。今後もサ
ポートお願いします。

エリア（地域）で活性化させる
ために人と人をつなぎ広める
大切さ

既に取
り組ん
でいる

￣

67
若草シニアビ
レッジ

野口　雅也
モデル
施設

２年目、３年目取り組んでいる
施設は確実に腰痛者が減少し
ている結果、来年度からも継続
していきたい。

ノ―リフティングケアと理念
をFit（整合）させることの重
要性を感じた。

簡単にできるようにならな
い。失敗からの改善の実例
が見れて解りやすかった。

できる事はその場で改善、
特別休暇やポイントカード
の作成など楽しんでいる様
子が伺えた。参考にした
い。

動画のリピートは自施設でも
取り込んでいきたい

全体研修、新人研修、基礎向
上、教育の取り組みは参考に
していきたい。

「巻き込んで、任せてみる」委員
会全体で取り組む。毎日意識す
る機会は自施設でも考えていき
たい。

講師側からの報告を知ること
でノ―リフティングケアの取り
組みをより深く理解できた気が
します。

改めて様々な地域の取り組
みを知ることができました。

既に取
り組ん
でいる

￣

68
若草シニアビ
レッジ

白石　すみえ
モデル
施設

１年間を通しての活動内容が
分かり取り組みの内容も分かり
やすい。ハナススピードも良
かったです。

組織体制を整える事、職員
の意識変容の両方が大半
であることを学んだ。利用
者の２次障害を防ぐために
も、職員がノ―リフティング
ケアを理解し取り組めるよ
うに意識を持つことが出来
るように伝えていきたいと
感じました。

とても勉強になりました。ノ―
リフティングケアを始める前
の状況がとても似ていたの
で、変化する様子等、重ねて
感じ取ることができました。時
間がかかっても結果、PDCA
サイクルを回せていたことに
少しだけ私がしてきたことも
よかったのかなと自信が持て
ました。

継続や進めることが難しい
中で、１つの目標に向かっ
て楽しみを取り入れて活動
しているのがとてもよかっ
たです。皆を上手に引き込
んでいると思います。

施設目標とリンク（ノ―リフティ
ングケア）していたので職員
の理解が得られたことが良い
かったといわれたように職員
の理解が課題となることが多
い中、いい流れで活動が出来
ていてすごいと思います。デ
モ機の考え方も職員がしっか
り習得出来てから取り込むこ
とが宝の持ち腐れを防げると
思いました。

元気でみんなを引き（巻き）込
む力があって素晴らしかった
です。そういう力も物事を伝え
る中で必要だと思いました。取
り組みの中で皮膚剥離が１／
３に減少したことがとても驚き
でした。今の現状が改善でき
るように頑張らなければと改め
て思いました。

「現場が主体的に取り組む事」を
新体制で築いていくのは大変だと
思いますが、どの取り組みもや
りっぱなしにせず、効果確認と改
善を意識しているのもすごかった
です。

他施設を導きながら自身も勉
強しているとあり、やはりノ―リ
フティングケアは奥が深く継続
的に実施していかなくてはいけ
ないということが解った。

福祉用具の体験会や実施施
設見学会の計画があるとの
ことで是非参加したいと思い
ます。　活動内容は解りやす
かったたくさんのことをしてい
て大変だと感じました。今後
もよろしくお願いします。

既に取
り組ん
でいる

報告会で一つ一つの発表もスケジュール
を立てて実施されていましたが、話に引き
込まれ長時間もあっという間に過ぎまし
た。自身の反省点と今後の意欲を考える
いい機会になり感謝しています。いろいろ
な場面を参考に取り組みたいと思いま
す。取り組みに関しても真面目さといかに
職員を巻き込むかがすごく勉強になる報
告会でした。皆が元気がよくてとてもすが
すがしい気持ちです。福祉用具を選ぶ基
準なども共感できるところから参考にでき
た。

69
若草シニアビ
レッジ

江口　智則
モデル
施設

取組み３年目の中で、１期生、
２期生、３期生の取り組みの流
れやこの事業の思いが感じら
れました。

利用者、職員双方のメリッ
トを前提に考えながら目的
を見失わないように活動し
ていくことを改めて実践、考
えさせられました。

取組みや失敗事例がたくさ
ん紹介され改めて取り組む
べきことや課題の整理ができ
たのではと考えます。

ノ―リフティングケア休日
等ユニークな取り組み、
ネーミング等職員のモチ
ベーションを高める努力が
伝わってきました。

取組みの中でも移乗方法・統
一方法・リスク抽出・アセスメ
ント等細かな説明があり理解
しやすかった。

介護職員だけでなく看護職員
などほかの職種を積極的に巻
き込んだ介助方法などの勉強
会など参考になりました。ま
た、メンバーが周囲を盛り上げ
る姿勢がしっかりと伝わってき
ました。

・効果の確認と更なる改善⇒や
りっぱなしにしない。
・重要な役割を担ってもらう。⇒丸
投げしない。協働する。
以上の姿勢を改めて実感し今後
の意識改革に務めます。

伝える側と聞く側（メンター、モ
デル施設）への伝え方の工夫・
悩みなどが伝わってきました。
改めて、そのことを意識しなが
ら今後の研修を受講していき
たいです。

筑後地区の今年度の取り組
みや意欲が感じられる内容
でした。福岡地域の活動内
容や各地域の特色を感じら
れました。

既に取
り組ん
でいる

　
—

70 宝珠の郷 三笠　則安
モデル
施設

―
日々の積み重ねが大切だ
と改めて痛感しました

失敗から学び改善につなげ
実践していることが素晴らし
いと思いました。

ポイント制度はとても面白
く定着を進めるために一役
買っていると思います。参
考になりました。

在宅サービス利用者のアプ
ローチについてとても勉強に
なりました。

コロナ禍の取り組みがとても参
考になりました

２年間のマネジメント研修を基礎
に自施設のみで前に進めてお
り、当施設も３年後のあるべき姿
として目標に頑張りたいと感じま
した。

―

今後、地域連絡協議会の時
間を有効に活用し、先輩施
設にアドバイスをもらったり
悩みを共有したりし、解決の
きっかけを作って行きたいと
思います。

既に取
り組ん
でいる

￣



71 伊藤　宗治
モデル
施設

特にありません

・自分の身体を守るため⇒
自分の大切な人をまもるた
め。正論を言っても人は動
かない。
・「ポジティブ」な熱意は、
「ポジティブでない」人へ注
意するのでなく、「中間層」
へ働きかけることが大切
・ノ―リフティングケアポリ
シーと法人理念が合ってい
るか

福祉用具を使用する前のイ
ンフォームドコンセントの大
切さを学びました。

ポイント休日を導入するな
ど、トップの協力体制がと
れていて、組織全体でノ―
リフティングケアに取り組
んでいることが良い。

モニターに動画をリピート再
生する工夫がよかった

午後からの講話の前にスイッ
チを入れる等、さすが２期生だ
なと思いました。元気よく眠気
も覚めました。

大変参考になりました

・不安そうに教えていれば説得
力は半減する。
・自分達で考えさせて解決まで
の道筋を立てることが大切⇒
人材育成の気持ち

特にありません
既に取
り組ん
でいる

￣

72 つくも苑 久保　五郎
モデル
施設

わかりやすかったです。

とても心揺さぶられる良い
公園でした。勉強になりまし
たノ―リフティングケアに取
り組んでいるだけでなくす
べてにおいて応用できる門
となり身になりました

イチからの挑戦の事例を通し
て原因や現状が●なる事
で、今後自施設がすることな
どが見えました、

同じ環境の中とても頑張っ
ているなと刺激になりまし
た。

住宅型に関しては、とても興
味があった

元気があって楽しかったです。
チームでのマネジメントの重要
性」が理解できた。

チームでのマネジメントの重要
性」が理解できた。とてもいい
ことでした

大変参考になりました
既に取
り組ん
でいる

とても勉強になりました。今後ともよろしく
お願いいたします。

73 つくも苑 藤城　裕美
モデル
施設

今ノ―リフティングケアに取り
組んでいる施設が３５あるとい
うことで、すべての施設が「取り
組んでよかった」と思えたらい
いなと思います。

人は頭で分かるだけでは
動かないということ、心に響
かないと動かない。ひとり
一人に人格があるので、見
方、捉え方が違うというこ
と、理念、目的から離れな
いというこ、と、成長する絶
好の機会と捉えるというお
話。勉強になりました。

問題は　介助方法の統一が
できていないということ、一部
の職員が知識、技術があっ
てもうまくいかないというこ
と、ノ―リフティングケアとは
一つの手段であってその相
乗効果によりトータルケアの
質が上がる。
すぐには効果が出ないため
継続することにより効果が出
ることが分かりました。同士・
仲間の存在も大事だとお観
ました。

腰痛体操に取り組んでい
ることや環境改善のため
に工務店チームがいてで
きることはその場で移行で
きることはその場で改善そ
の場で作るということが素
晴らしいなと思いました。ノ
―リフティングケアのリスク
シート（ノ―リフティングケ
ア（休日）の案もすごいなと
思いました。

２つの施設で研修された、ノ
―リフティングケアののため
の動画マニュアルを作成。素
晴らしいと思いました。

多職種でケアしている場面の
検証、エレベータの待ち時間
などを使ってのストレッチ、い
いなと思いました。

ノ―リフティングケアに対しての
取り組みは、効果の確認とさらな
る改善を意識することが大切だと
分かりました。　　常に現場（職
員）を巻き込んだ工夫をされてい
てすごいなと思いました。

委員会メンバーが自ら行動す
ることが何より大切なことだな
と思いました。　実施計画を立
てて実践すること、やってみな
いとむずかしさも分からないと
いうことです。その通りだなと
思いました。

自分達で考えさせ解決まで
の道筋を立てる経験を重ね
るということで、マネジメント
の力がついたり、ノ―リフティ
ングケアの実践にも役立った
りするんだということを知りま
した。

既に取
り組ん
でいる

色んな施設、いろんな職員さん方の考え
が詰まった発表で、とても勉強になりまし
た。

74 つくも苑
太田　千枝
子

モデル
施設

一つ一つ積み重ねてきたこと、
でこれだけのことをやってきた
のだなと感慨深かったです。

他の機会での須藤様の講
演をお聞きしたときに、管
理者向けに厳しめのお話を
なさっておられました。とて
も大切なことばかりでした
ので、ぜひ、当苑の管理者
に聞いてほしいと思い何度
も声掛けし、ようやく本日聴
きに来てもらったのです
が、どちらかというと管理者
向けの話はほとんどなかっ
たので、少し残念でした。ち
なみに当苑の施設長はと
ても協力的ではあるのです
が、考え方などがもっとお
聞きしたいと思いました。
総合的にはとても良いお話
でしたありがとうございまし
た。！！

失敗の例を教えてくださると
のことで気をつけないといけ
ないということや改善策がわ
かりやすかったです。福祉用
具のことでいろいろとお話を
お聞きしてみたいです。

楽しみを忘れずに取り組
んでおられることが伝わっ
てきました。お休みをいた
だけるのはすごいです
ね！頑張れそうだなと思い
ました。

施設長さんならではの視点で
勉強になりました。

”元気”のもと、おこなわれてい
てよかったです。腰痛予防体
操の活用も勉強になりました

丁寧に取り組まれていることが伝
わってきました。問題解決への経
過が分か李安すかったです。

講師側の視点が勉強になりま
した。　　参考資料をしっかりと
見て参加することで不安もなく
なる。本当にそうだなと反省し
ました。

考え方の重要性。本当です
ね。ためになりました。

既に取
り組ん
でいる

実践報告書冊子のページ数がないため
探り当てるのに時間がかかっているようで
した（皆さん方）私も。準備、ほんとうにお
疲れさまでしたお世話になりました！。
事務局から一言　概要・特別講演、年度
別など報告書として種別にまとめました。
公開される報告動画の順番にしていま
す。

75 つくも苑
福嶋　智代
美

モデル
施設

自分が学んだことを職場のス
タッフに伝えることが大切だと
学んだ。　　実践研修に参加し
ましたが指導者に、何がいけな
いのか（腰痛の原因となりうる
動作）を具体的に指摘してもら
えたので自分の介護動作を修
正することができた。

数年前から取り組まれて苦
労もしながら実践された体
験談を聞けて勉強になりま
した。やることにに徳がある
こと、何がたいせつなのか
目的は何なのか明確にし
て行うことが大切なのだと
感じた。

実施してみて失敗したとして
もあきらめずにまた行ったこ
と、それにより明確になって
いくこと者には必要性をきち
んと説明することが大切であ
る事を改めて感じた。自立支
援にノ―リフティングケアは
つながり、介助者の介護負
担にもなっている。入居者主
体の介護が大切であり職員
主体の時短を優先してはな
らないと思った。

職員が楽しみながらノ―リ
フティングケアに取り組む
ことjはとてもよいと思いま
した仕事に対してモチベー
ションをあげることは大
切。

人によって教え方が違うとい
う問題はあると思った。　　動
画マニュアルを利用して統一
した介助方法を習得を行うの
は大変だと思った。どの入居
者にどんな福祉用具が必要
なのかということをまず考える
必要がある。職員がどのよう
な体制で介助を行っているの
かを知ることがまず必要。

新人研修はベテランスタッフも
含めることの効果。
腰痛体操の掲示は空いた時
間を利用する。
コロナクラスター発生時の介
護用品を工夫。
腰痛発生の予測をすることが
必要。

２ユニット単位で福祉用具の管理
から健康管理などを行うとやりや
すいと思う。
各メンバーに任せることの意味を
考える。マネジメントすることが大
切。
定期的なラウンドやアンケートを
実施することで効果の確認をす
る。更なる改善！！

他の取り組み施設の現状を知
ることは自施設への活用につ
ながる。事前に情報収集をし
ておくと、不安や戸惑いは少な
くなるのではないかまずは実
施してみよ（内容は少しずつで
よい）

教える技術は経験を積み重
ねることが大切だと感じた。
言葉かけの視点（人材育成）
を変えたことで、より目的が
明確となる

既に取
り組ん
でいる

まだ取組み始めて１年目の当施設だが、
他の施設の発表を聞いていると同感する
内容が多くあり、継続することの難しさ工
夫改善などの道のりが解かりこれから頑
張て行こうと思った。

76 初花 百枝　孝泰
モデル
施設

現場に対して当該モデル事業
の意味、意義の理解ができた

理念・思想についての考え
方の理解ができた

実際の事例、写真などのも
あり現場的理解がしやす
かった。

取組み１年目の施設とし
て、インセンティブの取り方
工夫を知ることができた。

当方は施設サービスであるが
在宅サービスとの違いの中で
派内を聞くことができた。

元気よく
介護職の方からの報告で酸化側
としてはよく理解ができた。

このような報告を聞くことでの
ロールモデルとしての理解もあ
れや○○

ノ―リフティングケアの意義
か、腰痛対策だけでなくサー
ビスの質の向上にも資する
ことと明言されるところがあっ
たが、私もそう思う。

既に取
り組ん
でいる

アンケートに５段階評価があればよいと思
いました。

77 初花 松下　有紀
モデル
施設

３年間オンライン研修を通して
理解を深められている事がす
ごーく感じた。

リーダーも関係なく全職員
が意識を少しでも持ってく
れることがまず大事と感じ
た。組織つくりは容易では
ないと思った。

力任せ、時短を優先させると
後々もっとこうすればよかっ
たと後悔してしまう。コアス
タッフは全職員に対して研修
など実践し介護技術の向上
を図っており、新たな方法を
知りうることができた。

同時期生とは思えない程
のチームワークの良さが
伝わった。アプローチはさ
まざまであるが、とても参
考になった。

問題点の抽出には委員の定
期的なフィードバックが必要
性を感じた。

コロナを理由にせず、有事の
際も必要なことを実践してい
て、参考になった。

コアスタッフの入れ替え、３年目
での体制づくりは初年度からの
実践経験、取り組みがあっての
今だと感じた。２年目も不安要素
しかないが当施設の取り組みも
参考にしたいと思った。

一緒に取り組んでいる職員と
助け合いながら実践している
のが伝わった。

自分で考え、議題の軌道修
正、意見を言う。人材育成の
大変さが伝わった。教えるう
えでは今後の自身の課題な
ので学びを参考のしたいと
思った。

既に取
り組ん
でいる

今現在、コアスタッフ（委員）ではありませ
んので現コアスタッフから、なぜ取り組ん
できたのか目的などを引継げればと思い
ました。次年度は今年度より実践を増やし
ていきたいです。

78 初花 村中　歩弥
モデル
施設

今回からノ―リフティングケア
に取り組むので、どのように進
めているのか、どのような指導
をされているのか具体的に理
解できた。

腰痛ケアをどのようにスタッ
フに定着すればよいかわ
かった。同時に定着させる
難しさも感じた。時間をかけ
て呼びかけることが大切だ
と思った。

実際に失敗談、成功談を知
れたので、今後スムーズに
成功し、ノ―リフティングケア
に取り組んでいきたいです。

施設独自のノ―リフティン
グケア休日があり、楽しく
仕事が出来ているように
見えました。

在宅サービスなので福祉用
具の導入の仕方が異なると
追うことを初めて知り勉強に
なりました。

パワーポイントが見やすくわか
りやすかった。コロナ観戦中で
も腰痛ケアができててすごいと
思った。

委員の引継ぎやノ―リフティング
ケア休日計画書などしっかりして
て低tyくしていることがよくわかっ
た。細かく区説明されていT為、き
ちんと取り組んでいるんだなと感
じました。

私はまだ計画の立案が分から
ないので、これから取り組んで
いく中で学べたらいいなと思い
ました

地域を巻き込んでノ―リフ
ティングケアを発信している
ことは初めて知りました。私
の施設でももっと定着させた
いと思いました。

既に取
り組ん
でいる

実践報告書の資料がカラーで見やすかっ
たが順番がばらばらでみにくくもあった。
事務局から一言　配布した冊子は配布資
料として作成していません。すべての報告
書として編集しています。したがって年度
別に仕上げています。

施設名 氏名

:現在の
施設の
取り組
みにつ
いて

①事業の概要説明 ②特別講演　須藤様 ３特別講演　中武様 ④３期生次郎丸の里 ⑤３期生天神会複合施設
⑥２期生アルテンハイムヨ
コクラ

⑦１期生本陣園
➇講師見習い体験者２人
の報告について

⑨２人からの地域連絡協
議会活動報告

今後の
地域連
絡協議
会参加
希望に
ついて

その他の感想など


